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江
戸
川
乱
歩
の
小
説
が
舞
台
化
さ
れ
た
の
は
、
一
九
三
一
年
七
月
、
歌
舞
伎
俳
優

の
二
代
目
市
川
小
太
夫
に
よ
る
『
黒
手
組
』（
小
納
戸
容
脚
色
・
演
出
）
を
も
つ
て
嚆

矢
と
す
る
。
二
代
目
市
川
猿
之
助
の
春
秋
座
を
脱
退
し
た
小
太
夫
は
、
自
身
の
劇
団

新
興
座
を
旗
揚
げ
し
、
第
一
回
興
行
（
帝
国
劇
場
、
七
月
二
十
六
～
二
十
八
日
）
の

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
同
作
を
組
み
こ
ん
だ
。
脚
色
・
演
出
を
担
当
し
た
小
納
戸
容
と
は
、

コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
を
も
じ
っ
た
小
太
夫
の
筆
名
で
あ
る
。
乱
歩
は
「
原
作
の
つ
た
な

い
こ
と
、
甚
だ
芝
居
に
不
可
な
事
を
知
り
な
が
ら
、
上
演
者
が
小
太
夫
氏
で
あ
る
が

為
め
少
な
か
ら
ぬ
興
味
を
以
て
、
脚
色
上
演
を
快
諾
し
た
。
脚
色
に
つ
い
て
は
、
仮

令
原
作
を
犯
し
て
も
舞
台
の
生
き
る
様
、
思
ふ
存
分
書
き
改
め
ら
れ
る
様
お
願
ひ
し

て
置
い
た
」（「
原
作
者
の
言
葉
」
初
演
筋
書（
１
））
と
自
由
な
脚
色
を
認
め
て
お
り
、
小

太
夫
に
対
す
る
期
待
と
信
頼
が
う
か
が
え
る
。

翌
年
十
二
月
、
新
興
座
は
乱
歩
原
作
の
第
二
弾
と
し
て
『
陰
獣
』（
小
納
戸
容
脚

色
、
早
瀬
亘
演
出
。
脚
本
は
『
ぷ
ろ
ふ
い
る
』
一
九
三
三
年
九
～
十
一
月
）
を
新
橋

演
舞
場
で
上
演
す
る
。
早
瀬
亘
も
小
太
夫
の
変
名
。
甲
賀
三
郎
が
「
こ
の
作
品
が
劇

化
さ
れ
よ
う
と
は
、
誰
し
も
予
期
し
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
一
見
そ
れ
は
至
難
の
事

に
思
へ
た
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
最
近
市
川
小
太
夫
君
が
、
見
事
そ
れ
を
劇
化
し
て
、

成
功
に
近
い
も
の
を
演
出
し
た
。
小
太
夫
君
の
勇
気
と
努
力
と
に
敬
服
せ
ざ
る
を
得

な
い
」（「
劇
化
さ
れ
た
陰
獣
」『
読
売
新
聞
』
一
九
三
二
年
十
二
月
二
十
一
日
）
と
賛

を
送
っ
た
よ
う
に
、
探
偵
小
説
界
、
演
劇
界
で
好
評
裡
に
迎
え
ら
れ
た
。

こ
の
と
き
新
興
座
に
特
別
加
入
し
、
小
山
田
静
子
を
演
じ
た
の
が
新
派
の
女
形
、

梅
野
井
秀
男
で
あ
る（
２
）。
地
方
回
り
を
経
て
名
古
屋
で
活
動
し
て
い
た
無
名
に
近
い
役

者
だ
っ
た
が
、
一
九
三
二
年
十
一
月
の
前
進
座
第
二
回
公
演
に
参
加
し
て
、
東
京
劇

壇
に
初
進
出
を
果
た
し
て
い
た
。
同
時
代
の
『
陰
獣
』
評
を
み
る
と
、
梅
野
井
は
「
小

太
夫
に
よ
く
調
子
を
合
は
せ
、
淫
蕩
な
性
情
を
充
分
発
散
さ
せ
て
、
存
分
に
興
味
を

持
た
せ
、
そ
し
て
同
座
に
い
る
女
優
た
ち
の
遠
く
及
ば
な
い
も
の
を
見
せ
た
」（
ぶ
ん

ご
「
久
方
ぶ
り
の
新
興
座

＝
新
橋
演
舞
場
に
て

＝
」『
演
芸
画
報
』
一
九
三
三
年

一
月
）
な
ど
と
高
評
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
蠱
惑
的
な
演
技
態
の
一
端
が
垣
間
見
え
る
。

そ
の
後
、
梅
野
井
は
、
前
進
座
創
立
二
周
年
興
行
（
浪
花
座
、
一
九
三
三
年
七
月
）

へ
の
特
別
加
入
な
ど
を
経
て
、
一
九
三
四
年
一
月
に
都
築
文
男
、
山
口
俊
雄
、
汐
見

洋
、
五
月
信
子
、
瀧
蓮
子
ら
と
「
混
成
旅
団
劇
」（
安
部
豊
「
初春
関
西
の
芝
居
見
物
」

『
演
芸
画
報
』
一
九
三
四
年
二
月
）
と
も
呼
ば
れ
た
新
派
の
一
座
を
あ
ら
た
に
組
織

し
、
角
座
に
出
演
し
た
。
や
が
て
「
関
西
新
派
」
の
呼
称
も
用
い
ら
れ
る
一
座
は
、

旗
揚
げ
興
行
と
い
う
べ
き
角
座
で
、
新
興
座
と
異
な
る
台
本
（
岸
井
良
緒
脚
色
）
の

『
陰
獣
』
を
上
演
し
た
。
本
稿
で
紹
介
す
る
の
は
、
こ
の
大
阪
で
上
演
さ
れ
た
『
陰

獣
』
の
台
本
で
あ
る
。

乱
歩
の
『
貼
雑
年
譜
』
第
二
巻
を
見
る
と
、「
昭
和
九
年
正
月
大
阪
角
座
ニ
テ
梅
野

井
ノ
主
役
ニ
テ
再
上
演
。
コ
ノ
時
ハ
小
太
夫
ト
ハ
別
ユ
ヱ
座
附
作
者
岸
井
良
緒
ト
イ

フ
モ
ノ
ガ
改
メ
テ
女
形
主
役
ノ
ヤ
ウ
ニ
書
キ
直
シ
テ
ヰ
ル
。
ソ
ノ
台
本
ヲ
送
ツ
テ
来

タ
ノ
ガ
袋
〔
自
作
が
劇
化
上
演
さ
れ
た
台
本
等
を
整
理
し
た
封
筒
―
引
用
者
注
〕
ニ

残
シ
テ
ア
ル
ガ
、
変
ナ
不
快
ナ
モ
ノ
デ
ア
ル
」
と
厳
し
い
批
評
が
み
え
る
。『
探
偵
小

江
戸
川
乱
歩
旧
蔵
関
西
新
派
上
演
台
本
『
陰
獣
』
翻
刻
と
解
題

後

藤

隆

基
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説
四
十
年
』（
桃
源
社
、
一
九
六
一
年
）
の
「
昭
和
九
年
度
の
主
な
出
来
事
」
に
も

「
梅
野
井
秀
男
一
座
、
小
太
夫
の
と
は
別
の
妙
な
脚
色
に
て
「
陰
獣
」
を
上
演
す
」
と

あ
る
。
こ
の
と
き
実
際
に
は
梅
野
井
は
出
ず
、
小
山
田
静
子
を
五
月
信
子
、
寒
川
を

都
築
文
男
が
演
じ
て
い
た
（「
初春
関
西
の
芝
居
見
物
」
前
出
）。
脚
色
者
の
岸
井
良
緒

（
本
名
・
岸
井
良
雄
）
は
、
良
衛
の
名
前
で
も
知
ら
れ
る
、
岡
本
綺
堂
門
下
の
劇
作

家
、
演
出
家
。
一
九
三
三
年
か
ら
大
阪
松
竹
に
所
属
し
、
そ
の
最
初
の
仕
事
が
関
西

新
派
で
の
『
陰
獣
』
の
脚
色
で
あ
っ
た
と
い
う
（
岸
井
良
衛
『
ひ
と
つ
の
劇
界
放
浪

記
』
青
蛙
房
、
一
九
八
一
年
）。

で
は
、
以
下
に
本
資
料
の
基
本
情
報
を
記
し
て
お
く
。
資
料
番
号R

T1 -2

一
冊
。

袋
綴
。
表
紙
に
「
江
戸
川
乱
歩
原
作
／
岸
井
良
衛
緒
脚
色
」「
陰
獣　

全
二
幕
六
場
」

と
墨
書
き
。
左
下
部
分
に
「
昭
和
九
年
正
月
興
行
／
大
阪
角
座
／
女
形　

梅
野
井
秀

夫〔
マ
マ
〕／

主
演
」、
上
部
に
「
角
座　

９
、
１
月
」
と
、
い
ず
れ
も
乱
歩
自
筆
の
メ
モ
が
あ

る
。
本
文
は
、
中
央
に
「
松
竹
興
行
株
式
會
社
」
と
あ
る
罫
紙
（
縦
罫
の
み
。
二
十

行
）
で
、
左
下
に
「
正
耕
社
謄
寫
（
電
話
南
五
八
四
三
番
）」
と
印
字
さ
れ
た
謄
写
原

稿
で
あ
る
。
各
丁
の
左
上
に
丁
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
全
七
十
六
丁
。
本
文
は
七
十

五
丁
オ
モ
テ
ま
で
。
二
十
丁
オ
モ
テ
か
ら
筆
跡
が
変
わ
っ
て
お
り
、
筆
耕
者
の
交
代

が
あ
っ
た
と
思
し
い
。

本
資
料
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
が
、
原
作
は
も
ち
ろ
ん
、
市
川

小
太
夫
（
小
納
戸
容
）
脚
色
版
と
の
比
較
等
を
通
し
て
『
陰
獣
』
の
劇
化
や
そ
の
上

演
の
様
態
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

注

（
１
）		

江
戸
川
乱
歩
『
貼
雑
年
譜
』
第
二
巻
に
貼
付
さ
れ
た
初
演
番
組
に
拠
る
。

（
２
）		

梅
野
井
秀
男
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
昭
和
初
期
の
関
西
新
派
と
梅
野
井
秀
男
」

（
細
井
尚
子
編
著
『「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
舞
台
性
大
衆
娯
楽
の
グ
ロ
ー
カ
ル
化

を
巡
っ
て
」
論
文
集
』
立
教
大
学
ア
ジ
ア
地
域
研
究
所
、
二
〇
二
三
年
三
月
）、

「
新
派
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
探
偵
劇
の
系
譜
―
明
治
期
『
都
新
聞
』
の

「
探
偵
実
話
」
か
ら
江
戸
川
乱
歩
と
横
溝
正
史
の
劇
化
に
及
ぶ
」（
上
田
学
・
小

川
佐
和
子
編
『
新
派
映
画
の
系
譜
学
―
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
〈
新
派
〉』

（
森
話
社
、
二
〇
二
三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

【
凡
例
】

一	

、
立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
本
を
底
本
に
用
い
て
翻

刻
し
た
。

一	

、
異
体
字
・
旧
字
体
は
通
行
の
字
体
に
適
宜
改
め
た
。

一	

、
底
本
に
は
丁
数
の
記
載
あ
り
。
丁
移
り
は
、
そ
の
丁
の
表
お
よ
び
裏
の
末
尾
に
お

い
て
、
丁
数
と
表
裏
の
別
（
オ
・
ウ
）
を
〔 

〕
内
に
示
し
た
。

一	

、
句
読
点
の
判
別
し
難
い
箇
所
は
、
読
み
や
す
さ
と
文
意
が
通
る
こ
と
を
考
慮
し

て
、
適
宜
句
読
点
の
別
を
選
択
し
た
。
ま
た
、
句
読
点
が
な
い
場
合
、
私
に
句
読

点
を
付
し
た
箇
所
も
あ
る
。

一	

、
見
せ
消
ち
さ
れ
た
文
字
は
二
重
線
を
付
し
、
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
修
正
箇
所
は
■
で

示
し
た
。
な
お
、
挿
入
箇
所
は
｛ 

｝
で
示
し
た
。

一	

、
明
ら
か
な
誤
記
等
に
は
適
宜
〔
マ
マ
〕
と
ル
ビ
を
付
し
た
。

一	

、
せ
り
ふ
や
ト
書
き
の
間ま

な
ど
を
し
め
す
記
号
は
、
ダ
ー
シ
や
二
点
リ
ー
ダ
、
三
点

リ
ー
ダ
が
混
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は
原
則
と
し
て
原
本
の
表
記
に
限
り
な
く
近
い

形
を
用
い
た
。

一	
、
字
間
お
よ
び
行
間
は
適
宜
調
整
し
た
。
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【
翻
刻
】

「
江
戸
川
乱
歩
原
作

 

岸
井
良
緒
脚
色

	
	

陰
獣　

全
二
幕
六
場
」

	
	

〝
陰
獣
〟　

全
二
幕
六
場

	
	
	

梗
概

変
態
小
説
家
大
江
春
泥
が
小
山
田
静
子
夫
人
の
事
を
辛
辣
に
素
つ
破
抜
い
た
小
説
を

描
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
静
子
の
動
静
が
鏡
に
映
し
た
や
う
に
書
か
れ
て
あ
る
。
必

ず
天
井
裏
に
潜
ん
で
彼
女
の
一
挙
一
動
を
盗
視
し
た
も
の
に
違
ひ
な
い
と
思
は
れ
た
。

そ
し
て
春
泥
と
は
静
子
に
裏
切
ら
れ
た
昔
の
恋
の
復
讐
を
す
る
と
い
ふ
手
紙
さ
へ
届
い

た
。
静
子
は
恐
怖
に
戦お
の
ゝい
て
小
説
家
寒
川
〔
一
オ
〕
久
に
一
切
を
訴
へ
同
情
を
求
め
た
。

	

寒
川
は
行
方
不
明
と
な
つ
た
春
泥
の
居
所
を
捜
す
傍
ら
名
探
偵
振
り
を
発
揮
し
て

真
相
を
摑
ま
う
と
し
た
が
能
は
な
か
つ
た
。

	

そ
れ
は
そ
の
筈
で
あ
る
。
春
泥
と
は
静
子
の
替
名
で
彼
女
が
寒
川
に
接
近
せ
ん
た

め
の
魂
膽
で
あ
つ
た
。
然
し
此
の
濁
つ
た
恋
は
成
立
せ
ず
彼
女
は
自
ら
の
肉
体
を
も

諦
め
て
了
つ
た
。〔
一
ウ
〕

	

江
戸
川
乱
歩
原
作

	

岸
井
良
緒
脚
色

	
	
	

陰　
　

獣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
二
幕
六
場
〔
二
オ
〕

※
余
白
〔
二
ウ
〕

	
	
	
	
	

場　

割

	

第
一
幕
㈠	

大
江
春
泥
の
家
の
前

	

　
　
　

㈡	

寒
川
久
の
書
斎

	

　
　
　

㈢	

三
越
の
屋
上

	

第
二
幕
㈠	

小
山
田
の
家

	

　
　
　

㈡	

吾
妻
橋
下
の
汽
船
発
着
所

	

　
　
　

㈢	

小
山
田
の
家

	
	
	
	
	

人　

物

小
山
田
静
子
〔
三
オ
〕

大
江
春
泥
夫
人

寒
川
久

本
田
寿
夫

青
木
運
転
手

小
山
田
の
女
中

寒
川
家
の
女
中

モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
二
人

歯
入
屋

歯
入
屋
の
女
房

近
所
の
女
房
二
人

巡
査
三
人

医
者

糸
崎
検
事

刑
事
二
人

駄
菓
子
買
ひ
の
子

ス
ベ
リ
台
の
子
三
人
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買
物
の
母
と
子

新
聞
の
売
子

汽
船
の
乗
客

弥
次
馬
大
ぜ
い
〔
四
オ
〕

※
余
白
〔
四
ウ
〕

	
	
	

第
一
幕

	
	
	
	

㈠
大
江
春
泥
の
家
の
前

	
	

舞
台
の
中
央
よ
り
、
や
ゝ
上
手
よ
り
に
大
江
春
泥
の
家
、（
家
と
は
云
ふ
も
の
ゝ
、

こ
の
辺
は
単
に
名
ば
か
り
で
、
玄
関
の
隣
り
に
、
隣
家
の
台
所
が
並
ん
で
見
え
、

台
所
の
隣
り
に
は
、
ま
た
玄
関
と
云
つ
た
や
う
な
、
向
島
須
崎
街
の
貧
民
窟
の
バ

ラ
つ
ク
長
屋
。
所
謂
太
陽
の
な
い
街
の
露
地
の
片
側
で
あ
る
。

	
		

春
泥
の
家
の
玄
関
の
上
手
は
隣
家
の
台
所
で
〔
五
オ
〕
見
切
つ
て
あ
つ
て
、
下
手

は
、
春
泥
の
家
の
台
所
、
そ
れ
に
つ
い
て
下
駄
の
歯
入
屋
の
店
、
つ
い
て
駄
菓
子

や
、
貸
家
札
の
張
つ
て
あ
る
家
な
ど
。

	
		

春
泥
の
家
の
台
所
の
前
に
は
、
共
同
水
道
が
あ
る
。
貸
家
の
前
に
は
干
物
掛
け

に
、
干
物
が
し
て
あ
る
。

	
		

春
泥
の
家
に
は
、「
病
中
面
会
謝
絶
「
雑
誌
記
者
諸
君
、
原
稿
の
依
頼
は
凡
て
手

紙
で
願
い
ま
す
。
面
会
は
お
断
り
」
と
紙
に
大
き
く
書
い
〔
五
ウ
〕
て
貼
つ
て
あ
る
。

	
		

秋
の
ひ
る
す
ぎ

	
	

	

歯
入
屋
は
プ
カ
リ
〳
〵
煙
草
を
吸
つ
て
ゐ
る
。

	
	

	

共
同
水
道
の
流
し
に
は
、
近
所
の
山
の
神
が
歯
入
屋
女
房
一

を
中
心
に
井
戸
端
会
議
の
最
中
で
あ
る
。

女
房
一	

（
洗
濯
を
し
な
が
ら
亭
主
に
）
一
寸
、
お
前
さ
ん
、
何
だ
ね
、
先
刻
か
ら
プ

カ
〔
六
オ
〕
リ
〳
〵
煙
草
ば
か
り
す
つ
て
ゐ
る
ぢ
や
な
い
か
。
ち
つ
と
は
働

く
気
に
な
つ
た
ら
ど
う
だ
い
。

下
駄
屋	

働
き
た
く
つ
た
つ
て
、
世
間
様
が
働
か
せ
て
く
れ
ね
え
ん
だ
か
ら
話
に
な

ら
ね
え
よ
。

女
房
一	

馬
鹿
を
お
云
で
で
な
い
よ
、
誰
が
黙
つ
て
ゐ
て
仕
事
を
持
つ
て
来
て
く
れ

る
も
の
か
よ
、「
歯
入
屋
で
ご
ざ
い
」
つ
て
廻
つ
て
歩
く
の
さ
、
第
一
そ
ん

な
に
プ
カ
〳
〵
〔
六
ウ
〕
や
ら
れ
た
ら
私
の
吸
ふ
煙
草
が
な
く
な
つ
て
仕
舞

ふ
ぢ
や
な
い
か
。

下
駄
屋	

判
つ
た
、
わ
か
つ
た
、（
立
ち
上
る
）
ぢ
や
奥
様
の
い
ふ
事
を
き
ゝ
ま
せ

ふ
。

女
房
一	

使
ひ
つ
け
な
い
言
葉
は
お
よ
し
、
舌
を
か
む
よ
。

下
駄
屋	

へ
い
〳
〵
歯
入
で
ご
ざ
い
か
。

女
房
二	

本
当
だ
よ
、
稼
い
だ
方
が
い
ゝ
よ
。

下
駄
屋	

（
表
へ
出
る
）
歯
入
屋
で
ご
ざ
い
（
下
手
へ
去
る
）〔
七
オ
〕

女
房
一	

本
当
に
嫌
に
な
る
よ
。

〃
二	

う
ち
の
人
も
同
じ
だ
と
、
男
つ
て
、
ど
う
し
て
あ
ゝ
か
ね
え
。

〃
三	

働
く
口
が
な
い
ん
だ
よ
。

〃
一	

そ
れ
に
し
て
も
、（
春
泥
の
家
を
さ
し
て
）
あ
の
家
は
何
を
し
て
ゐ
る
ん
だ

ろ
う
ね
。
あ
た
し
や
、
ま
だ
御
亭
主
の
顔
を
見
た
こ
と
な
ん
か
な
い
が
ね
。

〃
二	

病
気
な
ん
だ
と
さ
。

〃
三	

さ
う
か
い
、
ど
う
り
で
。〔
七
ウ
〕

〃
二	

書
い
て
あ
る
ぢ
や
な
い
か
。「
病
中
面
会
謝
絶
」
つ
て
。

〃
一	

そ
の
字
が
読
め
る
く
ら
ゐ
な
ら
、
何
も
歯
入
屋
を
亭
主
に
持
ち
や
し
な
い

よ
。

〃
三	
で
、
一
体
、
何
を
し
て
ゐ
る
ん
だ
い
、
あ
の
亭
主
は
。

〃
二	
大
江
春
泥
と
い
ふ
探
偵
小
説
だ
と
さ
。

〃
三	

へ
え
、
そ
ん
な
も
の
を
赫
と
、
お
ま
ん
ま
に
あ
り
つ
け
る
の
か
ね
。
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こ
の
会
議
中
に
下
手
か
ら
〔
八
オ
〕
雑
誌
記
者
の
本
田
寿
夫
が

出
て
来
て
、
春
泥
の
家
の
前
に
立
つ
て
は
り
紙
を
読
む
。

本
田	
（
舌
打
ち
し
て
）
又
か
、
い
つ
来
て
も
、
旅
行
だ
の
病
気
中
だ
の
、
困
つ
た

人
だ
。（
台
所
の
方
へ
来
て
戸
を
た
ゝ
く
）
も
し
、
今
日
は
（
呼
ぶ
）
奥
さ

ん
、
奥
さ
ん
、
お
や
、
奥
さ
ん
も
留
守
か
な
（
女
房
等
を
見
て
）
こ
の
家

の
奥
さ
〔
八
ウ
〕
ん
は
お
留
守
で
す
か
。

女
房
二	

さ
あ
、
知
り
ま
せ
ん
ね
。

々
一	

あ
た
し
達
は
番
人
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。（
洗
濯
物
を
下
手
の
竿
に
ほ

し
初
め
る
）

本
田	

い
や
失
礼
し
ま
し
た
。

	
	

	

下
手
か
ら
、
春
泥
夫
人
が
出
て
来
る
。
こ
の
長
屋
に
は
さ
し
て

目
立
た
な
い
程
度
の
い
ゝ
着
物
、
束
髪
、
口
〔
九
オ
〕
の
側
に

歯
痛
の
膏
薬
を
張
つ
て
ゐ
る
。
本
田
は
下
手
へ
帰
り
か
け
る
。

本
田	

（
夫
人
を
見
送
つ
て
）
あ
ゝ
奥
さ
ん
。

	
	

	

夫
人
は
聞
へ
ぬ
振
り
を
し
て
自
分
の
家
の
台
所
の
側
へ
行
く
。

本
田	

（
追
つ
て
）
博
文
館
の
本
田
で
す
が
、
先
生
は
御
在
宅
で
せ
う
か
。

夫
人	

病
気
で
、
ね
て
ま
す
の
。
原
稿
の
用
〔
九
ウ
〕
で
し
た
ら
、
わ
た
し
が
取
り

つ
ぎ
ま
す
。

本
田	

一
寸
で
い
ゝ
ん
で
す
が
、
お
逢
ひ
出
来
な
い
で
せ
う
か

夫
人	

あ
な
た
は
御
存
知
の
筈
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。
う
ち
の
人
は
人
に
逢
ふ
の

が
大
嫌
ひ
な
ん
で
す
よ
。
そ
の
上
に
病
気
で
！　

―
も
し
原
稿
の
事
で
し

た
ら
、
わ
た
し
が
伺
つ
て
置
き
ま
せ
う

本
田	

さ
う
で
す
か
。
で
は
奥
さ
ん
に
お
願
ひ
し
て
置
き
ま
す
。
あ
の
、
先
月
号

に
書
い
て
〔
一
〇
オ
〕
頂
い
た
「
屋
根
裏
の
遊
戯
」
と
い
ふ
変
態
小
説
が
、
大

変
に
評
判
が
い
ゝ
の
で
、
正
月
号
に
是
非
、
あ
の
調
子
の
も
の
を
お
願
ひ

し
た
い
の
で
す
が
。

夫
人	

何
枚
ぐ
ら
ゐ
で
す
の
。

本
田	

な
る
べ
く
短
い
方
が
い
ゝ
ん
で
す
が
。
せ
い
〴
〵
四
十
枚
ま
で
で
―

夫
人	

よ
ご
ざ
ん
す
。
云
つ
て
置
き
ま
せ
う
。

本
田	

ぢ
や
、
御
願
ひ
致
し
ま
す
。
お
出
来
の
頃
に
取
り
に
ま
ゐ
り
ま
す
。〔
一
〇
ウ
〕

夫
人	

い
ゝ
え
、
間
違
ひ
な
く
送
り
ま
す
か
ら
。

本
田	

ぢ
や
、
さ
う
お
願
ひ
し
ま
す
。
先
生
、
御
大
事
に
。
失
礼
い
た
し
ま
す
。

	
	

	

本
田
は
下
手
へ
去
る
。
夫
人
は
台
所
の
鍵
を
明
け
て
這
入
る
。

洗
濯
を
し
て
ゐ
た
女
房
達
は
見
送
る
。
女
房
一
は
ほ
し
終
つ

て
、
家
の
中
に
這
入
る

	
	

	

上
手
か
ら
子
供
一
人
出
て
〔
一
一
オ
〕
来
る
。

子
供	

（
駄
菓
子
屋
に
向
つ
て
呼
ぶ
）
お
く
れ
。

	
	

	

下
手
か
ら
歯
入
屋
が
帰
つ
て
来
る
。

歯
入
や	

歯
入
屋
で
ご
ざ
い

	
	

	

女
房
二
と
三
は
首
肯
き
合
つ
て
、
女
房
の
一
が
干
し
て
行
つ

た
洗
濯
物
を
そ
つ
と
取
つ
て
自
分
の
洗
濯
物
と
一
緒
に
持
つ

て
下
手
に
〔
一
一
ウ
〕
去
る
。

	
	

	

女
房
一
が
奥
か
ら
出
て
来
る
。

女
房
一	

（
亭
主
を
見
て
）
お
や
、
も
う
帰
つ
て
来
た
の
か
い

歯
入
や	

い
く
ら
声
を
か
ら
し
て
歩
い
た
つ
て
、
今
時
下
駄
の
歯
入
を
す
る
奴
は
少

な
い
よ
。
大
抵
の
野
郎
は
靴
と
来
て
や
が
る

女
房
一	

お
や
（
洗
濯
物
を
見
て
）
今
ほ
し
た
う
ち
の
が
な
い
よ
、
お
前
さ
ん
、
知

ら
な
〔
一
二
オ
〕
い
か
い
。

歯
入
屋	
知
ら
ね
え
な
。

女
房
一	
だ
か
ら
油
断
も
す
き
も
あ
り
や
し
な
い
よ
。
盗
む
ん
な
ら
、
家
の
亭
主
で

も
持
つ
て
行
つ
て
く
れ
ゝ
ば
い
ゝ
の
に
。

歯
入
や	

ひ
で
え
事
に
な
り
や
が
つ
た
。
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女
房
一	

（
ど
な
る
）
泥
棒
々
々

	
	

	　
〝
暗
転
〟〔
一
二
ウ
〕

	
	
	

第
一
幕
㈡

	
	
	
	
	

寒
川
久
の
書
斎

	
	

正
面
の
上
手
に
は
一
間
ば
か
り
の
書
棚
が
あ
つ
て
、
本
が
ぎ
つ
し
り
つ
め
て
あ
る
。

下
手
は
窓
、
折
り
廻
し
て
二
枚
の
板
戸
。
上
手
は
折
り
廻
し
て
壁
。
そ
の
壁
に
向

つ
て
原
稿
を
書
く
テ
ー
ブ
ル
。
そ
の
上
に
ス
タ
ン
ド
な
ど
。
そ
の
前
に
廻
転
椅
子
。

部
屋
の
中
央
に
は
、
低
い
丸
テ
ー
ブ
ル
、
そ
れ
を
か
こ
ん
で
、
肘
掛
椅
子
二
脚
が

正
面
と
下
手
に
置
か
れ
て
あ
る
。
壁
に
は
油
絵
が
掛
け
て
あ
る
。〔
一
三
オ
〕
窓
の
下

に
サ
イ
ド
テ
ー
ブ
ル
が
あ
つ
て
卓
上
電
話
と
数
冊
の
雑
誌
が
置
か
れ
て
あ
る
。

	
	

前
場
か
ら
二
年
後
の
冬
、
朝
。

	
	

	

寒
川
が
上
手
の
テ
ー
ブ
ル
に
向
つ
て
原
稿
を
書
い
て
ゐ
る
。

下
手
の
板
戸
か
ら
女
中
が
、
茶
を
持
つ
て
出
て
寒
川
の
テ
ー

ブ
ル
に
置
く
〔
。〕
来
客
を
つ
げ
る
ベ
ル
の
音
が
す
る
。
女
中

は
急
い
で
〔
一
三
ウ
〕
下
手
へ
去
る
。
寒
川
は
鳥
渡
筆
を
置
い

た
が
、
又
書
き
続
け
る
。
直
ぐ
女
中
が
引
返
し
て
来
る
。

寒
川	

（
書
き
な
が
ら
）
誰
だ
。

女
中	

小
山
田
静
子
さ
ん
と
い
ふ
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。

寒
川	

（
軽
く
驚
い
て
）
え
つ
、
小
山
田
静
子
。

女
中	

お
通
し
て
よ
ろ
し
う
ご
ざ
い
ま
す
か
。

寒
川	

あ
ゝ
〔
一
四
オ
〕

	
	

	

女
中
は
下
手
に
去
る
。

	
	

	

寒
川
は
急
い
で
書
き
か
け
る
。

	
	

	

下
手
か
ら
女
中
の
案
内
で
丸
髷
の
小
山
田
静
子
が
出
て
来
る
。

彼
女
は
襟
す
じ
が
赤
く
は
れ
て
ゐ
て
口
も
と
に
黒
子
が
あ
る

寒
川	

い
ら
つ
し
や
い
。
さ
あ
、
お
か
け
下
さ
い
。

静
子	

突
然
上
り
ま
し
て
―
お
仕
事
ぢ
や
ご
ざ
〔
一
四
ウ
〕
い
ま
せ
ん
で
せ
う
か
。

寒
川	

何
、
い
ゝ
ん
で
す
。
さ
あ
、
ど
う
ぞ
（
椅
子
を
進
め
る
）

	
	

	

静
子
か
け
る
。

静
子	

先
日
は
手
紙
の
御
返
事
を
有
難
う
存
じ
ま
し
た
。

寒
川	

い
や
、
こ
ち
ら
こ
そ
失
礼
し
ま
し
た
、
何
か
私
に
御
用
が
お
あ
り
だ
と
か

で
し
た
が
―

静
子	

は
い
、
ま
だ
、
お
目
に
か
ゝ
つ
て
か
ら
間
も
〔
一
五
オ
〕
な
い
、
先
生
に
い

ろ
〳
〵
な
こ
と
を
御
相
談
申
上
げ
る
の
は
、
余
り
に
礼
儀
知
ら
ず
と
思
ひ

ま
し
て
一
時
は
伺
ひ
ま
す
の
を
、
ひ
か
へ
て
お
り
ま
し
た
が
、
も
う
ど
う

し
て
も
お
力
に
す
が
る
よ
り
、
道
が
な
い
と
存
じ
ま
し
た
の
で
、
突
然
伺

つ
た
様
な
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

寒
川	

ほ
う
、
何
か
私
が
役
に
立
つ
や
う
な
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
か
な

静
子	

先
生
な
ら
ば
、
聞
い
て
頂
け
る
や
う
な
〔
一
五
ウ
〕
気
が
し
た
も
の
で
す
の

で
―
で
も
―
ま
だ
お
逢
ひ
し
て
か
ら
日
数
も
浅
い
先
生
に
、
こ
ん
な
打

割
つ
た
御
相
談
を
し
ま
し
て
は
失
礼
で
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
知
ら
。

寒
川	

何
で
す
、
ま
あ
、
お
つ
し
や
つ
て
下
さ
い
〔
。〕
貴
女
に
関
す
る
事
な
ん
で

す
か
。

静
子	

は
い
、
一
身
上
の
問
題
で
す
の

寒
川	

一
身
上
の
問
題
―
そ
れ
は
大
変
で
す
な
、
わ
た
し
に
出
来
ま
す
か
な
、〔
一

六
オ
〕

静
子	

そ
り
や
ね
、
も
う
先
生
な
ら
。

寒
川	

あ
ゝ
さ
う
で
す
か
。
ま
あ
、
ど
ん
な
お
話
か
兎
に
角
お
伺
ひ
し
ま
せ
う
。

い
や
探
偵
小
説
な
ど
を
書
い
て
ゐ
る
だ
け
に
、
又
何
か
と
人
の
考
へ
つ
か

な
い
い
ゝ
御
返
事
が
出
来
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

	
	

	

こ
の
間
に
女
中
が
茶
を
二
人
に
運
ん
で
去
る
。
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静
子	

あ
の
―
（
あ
た
り
を
見
る
）

寒
川	
何
で
す
か
〔
一
六
ウ
〕

静
子	
い
え
。

寒
川	
大
丈
夫
で
す
よ
。
こ
ゝ
の
部
屋
は
私
の
書
斎
兼
応
接
室
で
、
誰
も
出
入
り

は
し
ま
せ
ん
か
ら
。
で
も
壁
に
耳
が
つ
い
て
ゐ
ち
や
困
り
ま
す
が
。

静
子	

い
ゝ
え
。
さ
う
ぢ
や
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
〔
。〕
あ
の
―
先
生
は
お
一
人
で

い
ら
つ
し
や
い
ま
す
の

寒
川	

ひ
と
り
―
つ
て
、
あ
ゝ
女
房
で
す
か
〔
。〕
あ
り
ま
せ
ん
よ
、
ま
だ
独
身

者
で
す
よ
〔
一
七
オ
〕
お
世
話
願
い
ま
せ
う
か
。

静
子	

ま
あ
、
御
冗
談
ば
か
り
、
先
生
の
所
へ
な
ら
誰
で
も
ま
ゐ
り
ま
す
わ
。

寒
川	

そ
れ
こ
そ
冗
談
で
せ
う
。
は
ゝ
―
と
こ
ろ
で
伺
ひ
ま
せ
う
、
ど
ん
な
こ
と

で
す
？

静
子	

本
当
に
気
持
の
悪
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
と
、
急
に
こ
ん
な
事
を
申
上

げ
て
も
私
の
小
さ
い
時
の
事
を
御
存
じ
な
い
と
お
判
り
に
な
り
ま
せ
ん
わ

ね
。〔
十
七
ウ
〕

寒
川	

貴
方
の
小
さ
い
時
の
話
―
あ
ゝ
い
つ
だ
つ
た
か
、
さ
う
〳
〵
展
覧
会
の

帰
り
に
一
寸
伺
ひ
ま
し
た
ね
。
何
で
も
静
岡
で
お
生
れ
に
な
つ
て
、
お
父

さ
ん
の
仕
事
の
失
敗
か
ら
、

静
子	

ハ
イ
。
丁
度
今
か
ら
七
年
前
に
小
山
田
と
一
緒
に
な
り
ま
し
て
、

寒
川	

ハ
ア
―
そ
ん
な
お
話
で
し
た
ね

静
子	

実
は
そ
の
前
に
、
ま
だ
父
も
母
も
生
き
て
ゐ
る
、
私
が
十
八
の
歳
で
ご
ざ

い
ま
〔
一
八
オ
〕
し
た
。
申
上
げ
る
の
も
一
寸
何
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
あ
の

十
八
の
時
に
―
い
え
も
う
、
ほ
ん
の
娘
時
代
の
つ
ま
ら
な
い
真
似
事
に

過
ぎ
な
か
つ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
平
田
一
郎
と
い
ふ
者
と
親
し
く
な

り
ま
し
て
、
今
か
ら
考
へ
ま
す
と
〔
、〕
本
当
に
そ
の
時
そ
ん
な
者
と
親
し

く
し
て
な
け
れ
ば
と
存
じ
て
居
り
ま
す

寒
川	

大
分
お
つ
し
ゃ
り
に
く
ひ
や
う
で
す
が
〔
、〕
折
角
、
私
を
訪
ね
て
お
い
で

に
な
つ
た
〔
一
八
ウ
〕
く
ら
ゐ
で
す
か
ら
、
ど
う
か
、
か
ま
は
ず
、
饒
舌
つ

て
下
さ
い
。
そ
の
平
田
と
い
ふ
青
年
が
、
貴
方
に
ど
う
か
し
た
の
で
す
か
。

静
子	

私
の
方
で
は
、
左
程
深
い
考
へ
も
な
か
つ
た
の
で
す
が
、
平
田
さ
ん
の
方

は
と
て
も
真
剣
で
、
結
婚
を
申
込
ん
で
ま
ゐ
り
ま
し
た

寒
川	

そ
れ
を
断
つ
た
ん
で
す
が
〔
マ
マ
〕。

静
子	

ハ
イ
。
そ
れ
か
ら
小
山
田
と
一
緒
に
な
り
〔
一
九
オ
〕
ま
す
前
後
か
ら
今
日

ま
で
私
も
平
田
さ
ん
の
名
前
さ
へ
忘
れ
て
ゐ
た
く
ら
ゐ
で
居
り
ま
し
た
所

が
、
丁
度
一
月
ば
か
り
前
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
平
田
さ
ん
が
私
に

手
紙
を
よ
こ
し
初
め
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

寒
川	

昔
の
恋
を
再
び
呼
び
さ
ま
さ
う
と
で
も
い
ふ
の
で
す
か

静
子	

い
え
、
そ
ん
な
生
や
さ
し
い
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
。
そ
れ
が
一
度

だ
け
な
〔
一
九
ウ
〕
ら
、
何
で
も
な
い
の
で
す
が
、
二
度
三
度
と
ま
ゐ
り
ま

す
の
で
。

寒
川	

で
、
そ
れ
を
御
主
人
は
御
存
じ
な
の
で
す
か
。

静
子	

小
山
田
は
平
田
一
郎
の
名
を
、
ど
こ
か
で
知
つ
て
を
り
ま
し
て
。
い
く
ら

か
疑
つ
て
ゐ
た
や
う
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
わ
た
し
、
あ
く
ま
で
小
山
田

の
外
に
は
男
を
知
ら
な
い
と
云
ひ
張
つ
て
、
平
田
と
の
関
係
を
秘
し
隠
し

に
か
く
し
て
し
ま
つ
〔
二
〇
オ
〕
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
を
、
そ
の
嘘

を
、
今
で
も
続
け
て
ゐ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
七
年
前
の
嘘
が
、
そ
れ
も

決
し
て
悪
意
で
い
つ
た
嘘
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
に
、
こ
ん
な
に
恐

ろ
し
い
姿
で
、
今
わ
た
く
し
を
苦
し
め
る
種
に
な
り
ま
せ
う
と
は
…
…
。

わ
た
く
し
、
平
田
さ
ん
の
こ
と
な
ん
か
、
本
当
に
忘
れ
き
つ
て
し
ま
つ
て

ゐ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
突
然
、
平
田
さ
ん
か
ら
、
あ
ん
〔
二
〇
ウ
〕
な
手

紙
が
来
ま
し
た
時
に
も
、
平
田
一
郎
と
云
ふ
差
出
人
の
名
前
を
見
ま
し
て

も
、
暫
く
は
誰
で
あ
つ
た
か
思
ひ
出
せ
な
い
程
、
わ
た
く
し
、
す
つ
か
り
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忘
れ
き
つ
て
ゐ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

寒
川	

い
や
、
判
り
ま
し
た
。
平
田
さ
ん
と
貴
女
と
の
間
は
充
分
判
り
ま
し
た
。

■
で
…
…
そ
の
平
田
さ
ん
か
ら
最
近
来
た
と
云
ふ
手
紙
の
内
容
は
、
ど
う

い
ふ
の
で
す
か
。

静
子	

先
生
に
見
て
戴
か
う
と
存
じ
ま
し
て
、〔
二
一
オ
〕
持
つ
て
参
り
ま
し
た
。（
手

紙
を
出
す
。）
そ
れ
か
ら
。
あ
の
…
…
先
生
は
…
…
大
江
春
泥
と
云
ふ
変
態

小
説
家
を
御
存
知
で
い
ら
つ
し
や
ま
せ
う
か
。

寒
川	

大
江
春
泥
…
…
。
え
ゝ
、
知
つ
て
ゐ
ま
す
。
い
や
、
個
人
的
に
つ
き
合
つ

た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
じ
雑
誌
の
上
で
名
前
を
並
べ
て
ゐ
ま
し
た
。

さ
う
、
さ
う
云
へ
ば
、
こ
ゝ
二
年
ば
か
り
、
大
江
春
泥
の
名
を
見
ま
せ
ん

ね
。
が
、
そ
の
大
江
春
泥
〔
二
一
ウ
〕
が
、
ど
う
か
し
た
ん
で
す
か
。

静
子	

は
あ
。（
下
を
向
く
）。

寒
川	

此
の
、
あ
な
た
の
事
件
に
関
係
で
も
あ
る
ん
で
す
か
。

静
子	

関
係
が
あ
る
ど
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
。

寒
川	

大
江
春
泥
が
、
こ
の
事
件
に
深
い
関
係
が
あ
る
。
大
江
春
泥
の
「
屋
根
裏

の
遊
戯
」
い
や
な
、
不
健
康
な
作
家
で
す
ね
。
変
態
小
説
な
ん
て
よ
く
あ

り
ま
せ
〔
二
二
オ
〕
ん
か
ら
ね
。

静
子	

本
当
に
、
あ
の
、「
屋
根
裏
の
遊
戯
」
は
い
や
で
ご
ざ
い
ま
す
。

寒
川	

あ
の
小
説
、
御
存
知
で
す
か
。

静
子	

そ
れ
丈
け
に
、
気
味
が
悪
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
。
ど
う
ぞ
、
私
を

お
救
ひ
下
さ
い
ま
し
。
ね
え
。
先
生
。（
し
く
〳
〵
泣
き
出
す
。）
本
当
に

先
生
に
救
つ
て
戴
か
な
け
れ
ば
、
私
は
ど
う
な
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
。

〔
二
二
ウ
〕

寒
川	

さ
う
興
奮
し
ち
や
あ
い
け
ま
せ
ん
。
で
、
そ
の
大
江
が
ど
う
か
し
た
ん
で

す
か
。

静
子	

私
が
十
人
八
の
時
の
い
た
づ
ら
の
相
手
の
平
田
一
郎
が
、
そ
の
大
江
春
泥

な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

寒
川	

（
驚
く
）
え
ゝ
。
ぢ
や
ア
、
こ
の
手
紙
は
大
江
の
手
紙
な
ん
で
す
ね
。

静
子	

は
い
。（
泣
く
）

寒
川	

兎
に
角
、
拝
見
し
ま
せ
う
。

	
	

	

寒
川
は
、
静
子
が
テ
ー
ブ
〔
二
三
オ
〕
ル
の
上
に
置
い
た
手
紙

を
取
ら
う
と
す
る
と
、
電
話
の
ベ
ル
が
な
る
の
で
、
寒
川
は

舌
打
ち
し
て
、
電
話
に
出
る
。

	
	

	

風
が
吹
き
出
し
て
来
る
。

寒
川	

（
電
話
。）
は
あ
、
は
あ
。
あ
ゝ
本
田
君
か
。
僕
だ
。
午
す
ぎ
…
…
。
む
ゝ
、

よ
か
ら
う
。
行
く
よ
。（
切
る
）。
い
や
失
礼
し
ま
し
た
。
お
や
、
風
が
出

て
来
ま
し
〔
二
三
ウ
〕
た
ね
。

	
	

	

静
子
は
、
寒
川
の
電
話
に
耳
を
す
ま
す
。

静
子	

お
い
そ
ぎ
ぢ
や
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
知
ら
。

寒
川	

い
や
、
何
、
博
文
館
の
本
田
と
い
ふ
記
者
か
ら
で
す
。

静
子	

博
文
館
の
本
田
さ
ん
…
…
。

寒
川	

御
存
知
で
す
か
。

静
子	

い
ゝ
え
。

	
	

	

寒
川
は
手
紙
を
読
む
。〔
二
四
オ
〕

静
子	

お
読
み
に
な
れ
ば
大
抵
は
判
つ
て
戴
け
る
と
存
じ
ま
す
が
。
…
…
平
田
さ

ん
は
、
私
の
仕
打
を
憎
ん
で
、
恨
ん
で
、
到
頭
私
に
、
そ
の
復
讐
を
し
よ

う
と
、
私
を
探
し
廻
つ
た
と
云
ふ
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

寒
川	

そ
れ
で
、
た
う
〳
〵
、
貴
女
の
居
所
を
つ
き
と
め
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
、

あ
べ
こ
べ
に
、
貴
女
を
苦
し
め
て
や
る
と
云
ふ
ん
で
す
ね
。（
読
む
）。

	
『
私
の
小
説
は
、
私
の
心
に
深
き
恨
み
〔
二
四
ウ
〕
が
存
し
て
ゐ
た
か
ら
こ
そ

書
け
た
と
も
云
へ
る
の
だ
。
あ
の
猜
疑
心
、
あ
の
執
念
、
あ
の
惨
虐
、
そ

れ
ら
が
悉
く
私
の
執
拗
な
復
讐
心
か
ら
生
れ
た
も
の
だ
。』（
暫
く
黙
読
し
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て
か
ら
。）

	
え
つ
、
何
だ
つ
て
。（
読
む
。）

	
『
私
に
と
つ
て
、
恋
人
と
妻
と
は
全
然
別
箇
の
も
の
だ
。
つ
ま
り
、
妻
を
娶

つ
た
か
ら
と
云
つ
て
、
恋
人
へ
の
恨
み
を
忘
れ
る
私
で
は
な
い
。』（
黙
読
。）

〔
二
五
オ
〕

静
子	

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
、
何
時
に
何
を
し
た
か

ま
で
、
す
つ
か
り
あ
の
男
は
知
つ
て
ゐ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
る
で
、

私
の
影
の
や
う
に
な
つ
て
つ
い
て
ゐ
た
や
う
に
。
起
き
る
か
ら
、
ね
る
■

時
ま
で
、
そ
の
上
に
、
ね
て
か
ら
起
き
る
時
ま
で
、
…
…
私
の
外
に
は
知

ら
な
い
事
ま
で
も
、
す
つ
か
り
書
い
て
ご
ざ
い
ま
す
。

寒
川	

こ
り
や
、
少
し
ひ
ど
い
で
す
な
。〔
二
五
ウ
〕

静
子	

わ
た
く
し
、
主
人
側
の
親
類
の
外
に
は
、
身
内
と
云
つ
て
は
一
人
も
ご
ざ

い
ま
せ
ん
し
、
お
友
達
に
、
こ
ん
な
こ
と
を
相
談
す
る
や
う
な
親
身
の
方

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
本
当
に
、
無
躾
と
は
思
ひ
ま
し
た
け
れ
ど
、
わ
た
く

し
、
先
生
に
御
す
が
り
す
れ
ば
、
私
が
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
お
教
へ

下
さ
る
で
せ
う
と
思
ひ
ま
し
た
も
の
で
す
か
ら
…
…
。

寒
川	

い
や
、
御
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
〔
二
六
オ
〕
打
割
つ
た
こ
と
を
御

相
談
下
す
つ
た
の
で
す
か
ら
、
貴
方
の
私
に
対
す
る
信
頼
を
裏
ぎ
る
や
う

な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
屹
度
、
何
と
か
し
て
あ
げ
ま
す
。

静
子	

ま
あ
、
先
生
。
私
、
本
当
に
何
と
御
礼
を
申
上
げ
て
い
ゝ
か
判
り
ま
せ
ん
。

先
生
。
私
、
先
生
の
御
厚
意
が
う
れ
し
う
ご
ざ
い
ま
す
わ
。

寒
川	

そ
れ
で
で
す
ね
。
貴
方
の
行
動
を
、
こ
ん
な
に
ま
で
仔
細
に
大
江
が
知
る

の
が
〔
二
六
ウ
〕
第
一
変
で
す
ね
。
貴
女
の
家
の
召
使
が
、
彼
に
買
収
さ
れ

て
ゐ
る
ん
ぢ
や
な
い
ん
で
す
か
。

静
子	

い
え
、
召
使
達
は
気
心
の
判
つ
た
、
長
年
住
込
み
の
も
の
ば
か
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。

寒
川	

ぢ
や
ア
、
大
江
が
、
あ
な
た
の
家
の
中
に
身
を
か
く
し
て
ゐ
る
ん
で
せ
う

か
。

静
子	

主
人
が
一
人
一
倍
神
経
質
の
方
で
、
可
成
り
塀
や
戸
じ
ま
り
も
厳
重
に
出

来
て
を
〔
二
七
オ
〕
り
ま
す
。

寒
川	

い
や
、
よ
ご
ざ
ん
す
。
大
江
は
、
た
か
ゞ
探
偵
小
説
家
で
す
か
ら
、
手
紙

の
文
章
で
貴
女
を
怖
が
ら
せ
る
位
な
も
の
で
す
よ
。
が
、
ま
あ
、
貴
女
の

安
心
の
行
く
様
に
し
ま
せ
う
。
先
づ
、
そ
の
大
江
の
居
所
を
つ
き
止
め
る

こ
と
で
す
ね
。

静
子	

そ
の
居
所
が
判
り
ま
せ
う
か
。

寒
川	

い
ろ
〳
〵
の
つ
て

0

0

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
点
は
大
丈
夫
で
す
。〔
二
七
ウ
〕

静
子	

（
自
身
信
あ
り
げ
に
）
同
封
の
消
印
が
、
皆
ち
が
つ
て
ゐ
る
く
ら
ゐ
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
居
所
が
お
判
り
に
な
り
ま
す
か
知
ら
。

寒
川	

ま
あ
、
私
に
任
せ
て
下
さ
い
。
兎
に
角
あ
の
男
は
、
私
に
取
つ
て
も
小
説

の
立
場
と
し
て
の
仇
で
す
か
ら
。
屹
度
、
さ
が
し
て
見
せ
ま
す
。

静
子	

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
…
…（
立
つ
。）
そ
れ
か
ら
あ
の
、
も
一

つ
お
願
〔
二
八
オ
〕
ひ
が
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
…
…

寒
川	

か
う
な
れ
ば
、
何
で
も
よ
ご
さ
〔
マ
マ
〕ん

す
か
ら
、
云
つ
て
下
さ
い
、
何
で
す
？

静
子	

あ
の
、
こ
の
事
は
ど
う
ぞ
、
警
察
や
探
偵
の
手
に
か
け
な
い
や
う
に
お
願

ひ
し
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
も
し
、
そ
れ
が
表
沙
汰
に
な
ら
な
い
に

し
ま
し
て
も
、
主
人
に
で
も
知
れ
ま
す
と
大
変
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
…
…
。

寒
川	

そ
れ
も
承
知
し
ま
し
た
。〔
二
八
ウ
〕

静
子	

あ
ゝ
、
私
、
本
当
に
救
は
れ
ま
し
た
わ
。
で
は
先
生
、
呉
々
も
お
願
ひ
致

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
女
一
人
の
生
命
を
助
け
る
と
思
召
し
て
…
…
（
礼
を
す

る
）
ど
う
ぞ
奥
様
に
…
…

寒
川	

は
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
。
先
刻
お
話
し
た
通
り
、
ま
だ
独
り
で
す
よ
。

静
子	

ま
あ
、
つ
い
。
失
礼
申
し
ま
し
た
。
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静
子
は
色
つ
ぽ
く
礼
を
し
て
下
手
か
ら
去
る
。〔
二
九
オ
〕

	
	

	

寒
川
は
送
り
に
去
る
。

	
	

	

入
れ
違
ひ
に
女
中
が
茶
を
下
げ
に
出
て
来
て
、
去
る
。

寒
川	
あ
ゝ
、
寒
川
で
す
。
本
田
君
を
…
…
。
先
刻
は
失
礼
。
君
に
是
非
、
た
の

み
た
い
用
が
あ
る
ん
だ
。
す
ぐ
逢
つ
て
く
れ
な
い
か
ね
。
時
間
の
都
合
は

ど
う
だ
ね
。
直
ぐ
。
三
越
の
屋
上
に
し
よ
う
。
た
の
〔
二
九
ウ
〕
む
。（
直
ぐ

…
…
（
切
る
）。

	
	

	
―
暗
転
―
〔
三
〇
オ
〕

※
余
白
〔
三
〇
ウ
〕

	
	
	

第
一
幕
㈢

	
	
	
	
	

三
越
の
屋
上
運
動
場
。

	
	

正
面
の
中
央
に
ベ
ン
チ
が
置
か
れ
て
あ
る
。
そ
の
下
手
上
手
に
は
滑
り
台
や
、
重

量
測
な
ど
が
あ
る
。
正
面
の
後
は
、
三
越
の
屋
上
か
ら
見
た
ビ
ル
デ
イ
グ
街
。
広

告
の
軽
気
球
な
ど
が
飛
ん
で
ゐ
る
。

	
	

	

滑
り
台
に
は
、
子
供
が
二
人
ば
か
り
遊
ん
で
ゐ
る
。
買
物
を

し
た
婦
人
が
、
子
〔
三
一
オ
〕
供
の
手
を
ひ
い
て
下
手
か
ら
上

手
に
行
き
す
ぎ
る
。
上
手
か
ら
寒
川
と
本
田
が
、
オ
ー
ヴ
ァ
ー

の
襟
を
立
て
ゝ
話
し
な
が
ら
出
て
来
る
。

本
田	

け
れ
ど
先
生
、
そ
り
や
ひ
ど
い
で
す
ね
。
わ
け
も
離
さ
な
い
で
大
江
春
泥

の
居
所
を
探
せ
は
。

寒
川	

い
や
、
そ
れ
が
、
何
分
に
も
絶
対
の
秘
密
を
必
要
と
す
る
ん
で
ね
。〔
三
一

ウ
〕

本
田	

ぢ
や
、
ま
あ
、
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

寒
川	

で
、
春
泥
の
私
生
活
は
、
ど
う
な
ん
だ
ね
。

本
田	

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
判
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
雑
誌
記
者
や
、
新
聞
記
者
の

仲
間
で
も
、
春
泥
に
直
々
逢
ふ
の
は
余
つ
程
の
腕
の
奴
で
、
あ
た
し
な
ん

か
も
一
度
し
か
逢
ひ
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
ね
。
そ
れ
も
、
あ
の
先
生
は
床

の
中
に
ゐ
て
話
を
し
た
ん
で
す
か
ら
ね
。〔
三
二
オ
〕

寒
川	

随
分
、
無
精
な
男
だ
ね
。

本
田	

兎
に
角
、
変
人
で
す
ね
。

寒
川	

さ
う
す
る
と
、
原
稿
の
用
は
ど
う
す
る
ん
だ
ね
。

本
田	

で
す
か
ら
、
大
抵
は
手
紙
で
済
ま
せ
る
ん
で
す
よ
。
さ
う
す
れ
ば
、
奥
さ

ん
が
、
先
生
に
伝
言
を
し
て
置
い
て
く
れ
ま
す
か
ら
ね
。
こ
れ
は
実
に
慥

か
で
す
か
ら
ね
。

寒
川	

ほ
う
、
内
助
の
功
、
よ
ろ
し
き
を
得
て
ゐ
〔
三
二
ウ
〕
る
わ
け
だ
ね
。

本
田	

け
れ
ど
、
も
う
茲
二
年
間
と
い
ふ
も
の
、
少
し
も
書
か
な
い
し
、
従
つ
て

手
紙
も
出
し
ま
せ
ん
し
、
奥
さ
ん
に
も
逢
ひ
ま
せ
ん
し
、
さ
あ
、
何
処
に

ゐ
る
か
鳥
渡
こ
れ
は
六
ケ
敷
い
役
で
す
ね
。
わ
た
し
が
最
初
に
奥
さ
ん
に

逢
つ
た
の
は
、
‥
‥
さ
う
〳
〵
二
年
前
の
秋
で
、
須
崎
町
の
裏
だ
な
で
、

何
で
も
共
同
水
道
が
台
所
の
前
に
あ
つ
た
家
で
す
よ
。
そ
の
時
〔
三
三
オ
〕

も
、
表
に
は
「
病
中
面
会
謝
絶
」
な
ん
て
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

寒
川	

す
る
と
、
変
人
で
人
に
逢
ふ
の
が
、
余
程
嫌
ひ
な
ん
だ
ね
。
そ
れ
か
ら
、

と
。
気
味
は
春
泥
の
字
を
鑑
定
出
来
る
か
ね
。

本
田	

そ
れ
な
ら
お
手
の
も
の

0

0

0

0

0

で
す
よ
。
そ
れ
に
あ
の
先
生
の
文
章
は
一
風
変
つ

て
ま
す
か
ら
ね
。
鳥
渡
真
似
が
出
来
ま
せ
ん
よ
。

寒
川	

（
静
子
か
ら
受
取
つ
た
手
紙
を
出
し
て
）〔
三
三
ウ
〕
こ
ゝ
の
所
な
ら
読
ん
で

も
い
ゝ
か
ら
見
せ
よ
う
。（
本
田
に
渡
す
）
ど
う
だ
ね
、
本
物
か
ね
。

本
田	
（
手
紙
を
見
る
）
本
物
で
す
ね
。
確
か
に
春
泥
先
生
の
手
で
す
ね
。
そ
れ
に

文
章
の
調
子
ま
で
そ
つ
く
り
で
す
。
こ
の
ネ
チ
〳
〵
し
た
文
章
で
、
例
の

変
態
小
説
を
書
く
ん
で
す
か
ら
ね
。
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寒
川	

兎
に
角
、
大
切
な
用
事
で
、
是
非
、
春
泥
の
居
所
が
知
り
た
い
ん
だ
か
ら

頼
む
。〔
三
四
オ
〕
ね
え
君
。
こ
れ
を
探
し
て
く
れ
た
ら
、
僕
は
本
当
に
恩
に

着
る
よ
。

本
田	
そ
ん
な
大
切
な
事
件
な
ん
で
す
か
。
承
知
し
ま
し
た
。
何
と
か
し
て
探
し

て
見
ま
せ
う
。

寒
川	

屹
度
だ
ぜ
、
至
急
に
ね
。

本
田	

と
こ
ろ
で
、
探
し
当
て
た
ら
、
何
か
お
ご
つ
て
貰
へ
ま
す
か
。

寒
川	

探
し
当
て
ゝ
る
前
に
何
で
も
お
ご
る
。

	
	

	

二
人
は
何
か
話
し
な
が
ら
〔
三
四
ウ
〕
下
手
へ
去
る
。

	
	

	

飛
行
機
の
音
が
聞
え
る
。
子
供
達
が
「
飛
行
機
だ
。」
と
叫
ん

で
滑
り
台
の
上
に
昇
つ
て
空
を
見
る
。

	
	

	

下
手
か
ら
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
が
二
人
笑
ひ
こ
け
な
が
ら
上
手
へ

去
る
。

	
	

	　
　

―
幕
―
〔
三
五
オ
〕

※
余
白
〔
三
五
ウ
〕

	
	
	

第
二
幕

	
	
	
	

㈠
小
山
田
静
子
の
部
屋
。

	
	

山
の
宿
。
大
川
に
面
し
た
家
。
日
本
間
。
正
面
は
窓
で
、
そ
の
窓
か
ら
は
、
低
い

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
に
、
ビ
ー
ル
の
端
片
を
、
忍
び
返
し
代
り
に
置
い
た
塀
を
距

て
て
、
大
川
が
見
え
る
。

	
	

上
手
は
襖
。
つ
い
て
壁
。
壁
の
前
に
は
箪
笥
。
小
さ
な
机
。
そ
の
上
に
ス
タ
ン
ド

や
雑
誌
な
ど
。
下
手
は
壁
で
、
折
り
廻
し
て
出
入
の
襖
。
窓
の
側
に
は
鏡
台
。
壁

に
は
乗
馬
用
の
鞭
が
掛
つ
て
〔
三
六
オ
〕
ゐ
る
。

	
	

前
場
か
ら
三
日
後
の
夕
暮
れ
。

	
	

豆
腐
屋
の
ラ
つ
パ
の
音
。

	
	

	

女
中
が
来
客
の
仕
度
を
し
て
ゐ
る
。
や
が
て
下
手
の
廊
下
へ

去
つ
て
、
直
ぐ
寒
川
を
案
内
し
て
来
る
。

女
中	

少
々
お
待
ち
下
さ
い
ま
し
。

寒
川	

仲
々
い
ゝ
お
住
居
で
す
な
。

女
中	

ど
う
ぞ
。（
火
鉢
を
進
め
て
、
下
手
へ
去
る
）〔
三
六
ウ
〕

	
	

	

入
れ
違
ひ
に
静
子
が
丸
髷
で
、
派
手
な
和
服
で
出
て
来
る
。

静
子	

先
日
は
失
礼
申
し
ま
し
た
。

寒
川	

い
や
、
私
こ
そ
失
礼
し
ま
し
た
。
突
然
ど
う
し
た
ん
で
す
。
例
の
大
江
春

泥
の
問
題
で
す
か
。

静
子	

は
い
。
お
い
そ
が
し
い
と
こ
ろ
を
、
電
話
で
、
わ
ざ
〳
〵
お
呼
び
出
し
■

ま
し
て
申
し
訳
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
こ
ん
な
〔
三
七
オ
〕
部
屋
へ

お
通
し
申
し
ま
し
て
…
…
。

寒
川	

い
や
〳
〵
。
こ
の
方
が
気
が
置
け
な
い
で
却
つ
て
話
が
出
来
ま
す
。
電
話

の
御
様
子
で
は
、
大
分
あ
わ
て
ゝ
お
い
で
の
様
な
の
で
、
驚
い
て
飛
ん
で

来
た
ん
で
す
が
。

静
子	

丁
度
、
主
人
も
留
守
な
の
で
、
ま
た
、
御
相
談
に
乗
つ
て
頂
か
う
と
存
じ

ま
し
て
。

寒
川	

さ
う
で
す
か
。
ぢ
や
、
矢
張
り
此
の
間
の
問
題
な
ん
で
す
ね
。
そ
の
後
ど

う
し
ま
し
た
？
〔
三
七
ウ
〕

静
子	

（
箪
笥
か
ら
手
紙
を
取
り
出
し
て
）
こ
れ
を
御
覧
下
さ
い
ま
し
。（
寒
川
の

前
に
出
す
。）

寒
川	
ま
た
来
た
ん
で
す
か
。

	
	

	

寒
川
は
手
紙
を
読
む
中
に
静
子
は
、
し
く
〳
〵
泣
き
出
す
。

寒
川	

い
よ
〳
〵
、
彼
ら
し
い
こ
と
を
云
ひ
出
し
ま
し
た
ね
。
あ
い
つ
、
小
説
を

書
い
て
ゐ
る
丈
け
ぢ
や
、
あ
き
足
り
な
い
と
見
え
〔
三
八
オ
〕
ま
す
ね
。
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静
子	

あ
の
人
は
、
大
江
さ
ん
は
、
わ
た
し
を
虐
め
て
、
い
ぢ
め
て
、
虐
め
抜
い

て
殺
さ
う
と
思
つ
た
が
、
お
前
達
夫
婦
の
仲
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
に
及
ん

で
、
お
前
を
殺
す
前
に
、
お
前
の
大
切
な
夫
の
命
を
、
お
前
の
目
の
前
で

奪
つ
て
、
そ
の
悲
し
み
を
充
分
に
味
は
せ
て
か
ら
、
そ
れ
か
ら
、
ゆ
つ
く

り
お
前
の
命
を
貰
ふ
と
云
ふ
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。〔
三
八
ウ
〕

寒
川	

し
か
も
、
こ
の
文
章
の
惨
酷
な
書
き
方
に
は
驚
き
ま
し
た
ね
。（
読
む
。）

「
現
に
今
、
お
前
が
こ
の
手
紙
を
読
ん
で
震
え
て
ゐ
る
様
子
ま
で
、
お
前
の

影
で
あ
る
私
に
は
見
え
る
の
だ
。」

	
	

	

身
慄
ひ
し
て
左
右
を
振
り
か
へ
つ
て
見
る
。

静
子	

た
う
〳
〵
、
主
人
の
命
ま
で
取
ら
う
と
云
ふ
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

寒
川	

む
ゝ
。
だ
が
‥
‥
然
し
で
す
ね
‥
‥
。〔
三
九
オ
〕

静
子	

い
え
、
先
生
は
こ
れ
を
小
説
家
の
亡
想
に
過
ぎ
な
い
と
、
私
に
気
休
め
を

仰
し
や
る
の
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
。
け
れ
ど
、
け
れ
ど
‥
‥
。
先
生
、
こ
ん

な
事
を
三
日
に
あ
げ
ず
云
つ
て
来
ら
れ
て
は
、
女
は
、
女
は
‥
‥
。
と
て

も
ぢ
つ
と
し
て
は
ゐ
ら
れ
ま
せ
ん
わ
。
不
意
に
殺
さ
れ
た
り
、
暴
行
を
加

へ
ら
れ
た
り
す
る
の
よ
り
は
、
も
つ
と
、
も
つ
と
惨
酷こ
く

な
攻
め
方
で
す
わ
。

あ
ゝ
、
私
、
頭
が
ど
う
か
し
た
の
で
は
〔
三
九
ウ
〕
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
わ
。

小
さ
い
時
か
ら
散
々
苦
労
を
し
て
両
親
を
な
く
な
し
て
、
二
年
前
に
、
や

つ
と
ロ
ン
ド
ン
か
ら
帰
つ
て
来
た
小
山
田
と
、
か
う
し
て
静
か
に
暮
せ
る

や
う
に
な
り
ま
し
た
ら
、
今
度
は
、
こ
ん
な
、
く
ら
い
影
に
攻
め
ら
れ

‥
‥
。

	
	

	

し
や
く
り
上
げ
な
が
ら
、
し
く
〳
〵
泣
く
。

寒
川	

い
や
、
全
く
、
あ
な
た
の
お
つ
し
や
る
通
〔
四
〇
オ
〕
り
で
す
。
わ
た
し
も
、

も
う
一
寸
の
が
れ
の
気
や
す
め
は
云
ひ
ま
す
ま
い
。
そ
こ
で
奥
さ
ん
。

	
	

	

尚
、
静
子
は
顔
を
ふ
せ
て
泣
い
て
ゐ
る
。

寒
川	

困
り
ま
し
た
ね
。
泣
い
て
ゐ
ち
や
ア
‥
‥
。
さ
あ
。

	
	

	

寒
川
は
い
く
ら
だ
ま
し
て
も
肯
か
な
い
の
で
、
途
方
に
く
れ

て
黙
つ
て
し
ま
ふ
。〔
四
〇
ウ
〕
静
子
は
、
そ
の
静
か
な
中
で
、

し
く
〳
〵
泣
い
て
ゐ
る
中
に
、
ふ
と
泣
く
の
を
や
め
て
、
顔

を
あ
げ
て
、
天
井
の
方
に
耳
を
す
ま
せ
て
聞
く
。
寒
川
は
不

審
に
思
つ
て
静
子
を
見
る
。

寒
川	

ど
、
ど
う
か
し
た
ん
で
す
か
。

	
	

	

静
子
は
手
を
横
に
振
つ
て
、
静
か
に
し
ろ
と
目
で
知
〔
四
一
オ
〕

ら
せ
る
。
寒
川
は
静
子
と
同
じ
や
う
に
耳
を
す
ま
し
て
物
音

を
聞
く
。

寒
川	

何
か
聞
え
る
の
で
す
か
。

静
子	

お
判
り
に
な
り
ま
せ
ん
？　

天
井
で
時
計
の
セ
コ
ン
ド
を
刻
む
音
が
‥
‥
。

寒
川	

え
つ
。（
耳
を
す
ま
す
。）
聞
え
ま
せ
ん
ね
。
貴
女
の
空
耳
ぢ
や
な
い
ん
で

す
か
。

静
子	

い
ゝ
え
。（
耳
を
す
ま
し
て
。）
ほ
ら
、
ほ
ら
。
カ
チ
、
カ
チ
、
カ
チ
‥
‥
。

あ
ら
、
や
み
〔
四
一
ウ
〕
ま
し
た
わ
。（
尚
、
耳
を
す
ま
す
）

寒
川	

空
耳
で
す
よ
。

静
子	

（
耳
を
す
ま
し
て
）
い
ゝ
え
、
ほ
ら
、
ま
た
聞
え
は
じ
め
ま
し
た
わ
。
ね
、

カ
チ
、
カ
チ
、
カ
チ
‥
‥
。

寒
川	

（
立
ち
上
つ
て
聞
き
耳
を
立
て
る
。）
さ
う
云
は
れ
て
見
る
と
、
聞
え
る
や

う
な
気
も
し
ま
す
ね
。

	
	

	

段
々
暗
く
な
つ
て
来
て
、
電
灯
が
急
に
つ
く
。〔
四
二
オ
〕

	
	

	

寒
川
は
、
そ
れ
に
驚
く
が
、
静
子
は
驚
か
な
い
で
、
寒
川
を

見
な
が
ら
、
聞
き
耳
を
立
て
ゝ
ゐ
る
。

静
子	
（
突
然
、
恐
怖
的
に
。）
あ
ゝ
さ
う
で
す
わ
。
大
江
さ
ん
が
屹
度
、
此
の
天

井
に
這
入
り
込
ん
で
、
わ
た
し
を
見
て
ゐ
る
の
で
す
わ
。
屹
度
、
屹
度
‥
‥

（
尚
聞
き
耳
を
立
て
ゝ
恐
怖
的
に
声
を
た
て
る
。）
あ
ゝ
先
生
。（
物
に
お
び
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え
〔
四
二
ウ
〕
た
や
う
に
寒
川
に
か
じ
り
つ
く
。）

	
	

	

寒
川
は
、
静
子
を
抱
い
て
天て
ん

井
を
見
て
ゐ
る
。

	
	

	

静
子
は
寒
川
に
抱
か
れ
て
、
寒
川
の
顔
を
見
て
ゐ
る
。
寒
川

は
、
ふ
と
目
を
下
げ
て
抱
い
て
ゐ
る
静
子
と
視
線
を
合
は
し

て
気
が
つ
く
。

寒
川	

あ
つ
、
失
礼
し
ま
し
た
。（
抱
い
て
ゐ
る
手
を
は
な
す
。）〔
四
三
オ
〕

静
子	

（
尚
、
寒
川
の
手
を
握
つ
て
。）
先
生
‥
‥
（
シ
ク
〳
〵
泣
い
て
、
寒
川
の

胸
に
顔
を
お
し
つ
け
る
。）

寒
川	

さ
あ
、
そ
ん
な
駄
々
つ
子
の
や
う
な
こ
と
を
し
て
ゐ
ち
や
駄
目
で
す
。（
決

心
し
て
。）
よ
ろ
し
い
。
天
井
へ
上
つ
て
見
ま
せ
う
。

静
子	

（
驚
く
。）
ま
あ
、
先
生
‥
‥
。

寒
川	

天
井
へ
上
つ
て
、
兎
に
角
、
調
べ
て
見
ま
せ
う
。

静
子	

で
も
、
も
し
、
天
井
に
大
江
さ
ん
が
ゐ
ま
〔
四
三
ウ
〕
し
た
ら
大
変
で
す
わ
。

あ
の
人
の
こ
と
で
す
か
ら
、
ピ
ス
ト
ル
か
何
か
持
つ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
わ
。

寒
川	

い
や
、
大
丈
夫
で
す
。（
上
衣
を
ぬ
ぐ
。）
人
の
来
る
物
音
が
す
れ
ば
、
蛇

と
同
じ
に
逃
げ
て
行
き
ま
す
よ
。

静
子	

で
も
、
天
井
へ
‥
‥
。

寒
川	

御
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
、
た
ゞ
鳥
渡
き
た
な
い
で
せ
う
が
ね
。

静
子	

つ
い
ひ
と
月
ば
か
り
前
に
、
あ
く
洗
ひ
〔
四
四
オ
〕
は
し
た
ん
で
す
け
れ
ど

‥
‥

寒
川	

暮
の
大
掃
除
の
時
に
で
す
か
、
ぢ
や
、
た
い
し
て
よ
ご
れ
て
も
ゐ
ま
す
ま
い
。

静
子	

そ
れ
で
も
‥
‥
。

寒
川	

え
ゝ
と
、
天
井
へ
は
何
処
か
ら
上
る
ん
で
す
。

静
子	

（
下
手
の
出
入
を
指
し
て
）
伝
奇
や
は
、
あ
ち
ら
の
物
置
か
ら
上
つ
て
ゐ
ま

し
た
け
れ
ど
、
先
生
、
大
丈
夫
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
か
。〔
四
四
ウ
〕

寒
川	

ま
ア
〳
〵
、
ま
か
せ
て
お
置
き
な
さ
い
。

	
	

	

寒
川
は
下
手
に
去
る
。

	
	

	

静
子
も
つ
い
て
這
入
る
。

	
	

	

や
が
て
、
静
子
丈
け
で
戻
つ
て
来
る
。
和
室
の
電
灯
の
下
に

座
つ
て
下
を
向
い
て
ゐ
る
。
天
井
か
ら
寒
川
の
声
が
す
る
。

寒
川	

奥
さ
ん
。
奥
さ
ん
。
誰
も
ゐ
ま
せ
ん
よ
。
だ
が
成
程
、
人
が
ゐ
た
ら
し
い

跡
が
あ
り
〔
四
五
オ
〕
ま
す
ね
。

静
子	

時
計
が
落
ち
て
は
を
り
ま
せ
ん
？

寒
川	

い
ゝ
え
。
何
に
も
‥
‥
。

	
	

	

静
子
は
黙
し
て
下
を
向
つ
て
座
つ
て
物
に
お
び
え
る
や
う
に

泣
い
て
ゐ
る
。

	
	

	

暫
く
し
て
寒
川
が
上
手
か
ら
出
て
来
る
。

寒
川	

（
洋
服
を
は
た
き
な
が
ら
）
別
に
変
つ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
が
、
何

か
ゞ
〔
四
五
ウ
〕
ゐ
た
ら
し
い
様
子
が
あ
り
ま
す
ね
。

静
子	

（
立
つ
て
寒
川
の
方
へ
行
き
な
が
ら
。）
ぢ
や
矢
張
り
、
あ
の
人
が
ゐ
た
ん

で
す
わ
。

寒
川	

（
静
子
の
顔
を
ぢ
つ
と
見
て
）
奥
さ
ん
。
あ
な
た
の
襟
す
じ
の
、
は
れ
上
つ

た
疵
は
、
そ
れ
は
ど
う
し
た
ん
で
す
か
。

静
子	

（
驚
い
て
。）
ま
あ
。（
黙
つ
て
下
を
向
く
。）

寒
川	

天
井
か
ら
、
貴
方
を
見
て
、
は
じ
め
て
〔
四
六
オ
〕
発
見
し
た
ん
で
す
が
ね
。

（
窓
ぎ
わ
を
歩
き
な
が
ら
。）
い
や
、
探
偵
の
や
う
な
つ
も
り
で
見
る
ん
で
、

い
ろ
ん
な
物
が
目
に
と
ま
る
ん
で
す
よ
。（
ふ
と
、
壁
に
掛
つ
て
ゐ
る
乗
馬

用
の
鞭
を
見
て
。）
ほ
う
。
御
主
人
は
馬
に
お
乗
り
に
な
る
ん
で
す
か
。

静
子	
い
ゝ
え
。

寒
川	

乗
馬
は
な
さ
ら
な
い
ん
で
す
か
。（
壁
の
鞭
を
取
つ
て
見
る
。）〔
四
六
ウ
〕

寒〔
マ
マ
〕川	

何
に
、
お
つ
か
ひ
に
な
る
ん
で
せ
う
な
。



－66－

静
子	

さ
あ
、
存
じ
ま
せ
ん
わ
。（
寒
川
の
顔
を
見
て
か
ら
下
を
向
く
。）

寒
川	

壁
飾
り
で
す
か
な
。

静
子	
さ
う
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
。

寒
川	
（
鞭
を
元
の
所
へ
か
け
て
）
と
こ
ろ
で
、
奥
さ
ん
、
天
井
で
妙
な
も
の
を
拾

ひ
ま
し
た
よ
。（
ポ
ケ
つ
ト
か
ら
ボ
タ
ン
を
出
す
。）
何
か
の
ボ
タ
ン
で
す

ね
。（
静
子
に
、
そ
の
ボ
タ
ン
を
渡
す
。）
見
覚
へ
は
〔
四
七
オ
〕
あ
り
ま
せ

ん
か
。

静
子	

さ
あ
‥
‥
（
考
へ
る
）

寒
川	

ボ
タ
ン
の
マ
ー
ク
を
見
る
と
、
こ
れ
は
日
本
の
モ
ノ
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

静
子	

（
考
へ
て
。）
あ
ゝ
、
さ
う
で
す
わ
。
こ
れ
は
確
か
に
主
人
の
手
袋
の
ボ
タ

ン
で
す
わ
。
さ
う
云
へ
ば
主
人
の
は
此
の
頃
、
あ
の
外
国
か
ら
買
つ
て
来

た
手
袋
を
ち
つ
と
も
は
め
て
ゐ
ま
せ
ん
わ
。
あ
の
手
袋
の
ボ
タ
ン
が
、
ど

う
し
て
天
井
裏
に
落
〔
四
七
ウ
〕
ち
て
ゐ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
。

寒
川	

兎
に
角
、
こ
れ
は
唯
一
の
証
拠
物
で
す
か
ら
、
私
が
お
預
り
し
て
置
き
ま

せ
う
。
然
し
、
不
思
議
で
す
な
。
御
主
人
の
手
袋
の
ボ
タ
ン
が
天
井
裏
に

落
ち
て
ゐ
る
‥
‥
し
か
も
、
そ
の
手
袋
は
近
頃
見
な
い
と
‥
‥
。
む
ゝ
、

あ
の
大
江
の
奴
、
他
、
他
人
に
罪
を
な
す
り
つ
け
る
為
め
に
、
御
主
人
の

手
袋
を
盗
ん
だ
な
。

静
子	

あ
の
人
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
そ
〔
四
八
オ
〕
の
く
ら
ゐ
の
事
は
致

す
か
も
知
れ
ま
せ
ん
わ
。

寒
川	

で
、
で
す
ね
。
今
夜
か
ら
、
何
か
の
口
実
を
つ
く
つ
て
、
貴
方
も
御
主
人

も
、
向
ふ
の
西
洋
館
へ
お
や
す
み
に
な
る
ん
で
す
ね
。
何
し
て
も
日
本
間

は
天
井
の
板
の
す
き
か
ら
、
下
が
見
え
ま
す
か
ら
な
、
此
の
部
屋
な
ら
、

天
井
が
、
此
の
通
り
塗
つ
て
あ
る
か
ら
大
丈
夫
で
せ
う
。

静
子	

で
は
、
さ
う
致
し
ま
す
わ
。
何
か
ら
何
ま
〔
四
八
ウ
〕
で
申
訳
御
座
い
ま
せ
ん
。

寒
川	

さ
あ
、
ぢ
や
、
今
日
は
こ
れ
丈
け
に
し
て
置
き
ま
せ
う
か
。

静
子	

も
う
、
お
帰
り
で
い
ら
つ
し
や
い
ま
す
の
。

寒
川	

（
上
衣
を
着
な
が
ら
。）
鳥
渡
、
書
き
か
け
た
原
稿
が
あ
り
ま
す
か
ら
‥
‥

い
や
、
そ
れ
に
御
主
人
で
も
、
お
帰
り
に
な
る
と
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、
引

き
あ
げ
ま
せ
う
。

静
子	

は
あ
、
主
人
に
は
内
証
に
し
て
置
き
た
〔
四
九
オ
〕
い
と
存
じ
ま
す
。
で
は
、

自
動
車
を
呼
び
ま
す
わ
。（
下
手
に
行
き
か
け
る
。）

寒
川	

い
や
、
い
ゝ
ん
で
す
。
そ
こ
ら
で
拾
ひ
ま
す
か
ら
。

静
子	

う
ち
の
頼
み
つ
け
が
ご
ざ
い
ま
す
の
。（
下
手
へ
去
る
）

	
	

	

寒
川
は
部
屋
の
中
を
見
廻
す
。
が
、
ま
た
妙
に
鞭
が
気
に
な

つ
て
、
取
つ
て
見
て
、
一
つ
ぴ
し
り
と
打
つ
て
〔
四
九
ウ
〕
見

て
、
鳥
渡
あ
た
り
を
気
づ
か
ふ
。
下
手
か
ら
静
子
が
出
て
来

て
、
寒
川
が
鞭
を
持
つ
て
ゐ
る
の
を
見
る
。

静
子	

自ク

動ル

車マ

が
ま
ゐ
り
ま
し
た
わ
。

寒
川	

（
驚
い
て
、
鞭
を
壁
に
か
け
る
。）
あ
ゝ
、
さ
う
で
す
か
。

静
子	

そ
ん
な
に
そ
の
鞭
が
気
に
な
り
ま
し
て
‥
‥
？

寒
川	

い
や
、
な
に
‥
‥
。
ぢ
や
、
失
礼
し
ま
す
。〔
五
〇
オ
〕

	
	

	

寒
川
は
下
手
へ
去
ら
う
と
す
る
。
静
子
は
そ
れ
を
送
つ
て
行

く
途
中
で
、
静
子
は
、
わ
ざ
〴
〵
つ
ま
づ
く
。
寒
川
は
そ
れ

を
働
？〔
マ
マ
〕け

る
。

寒
川	

あ
つ
、
あ
ぶ
な
い
。

静
子	

何
で
す
か
、
頭
が
重
い
の
で
‥
‥
。

寒
川	

大
丈
夫
で
す
か
。

静
子	

え
ゝ
、
大
丈
夫
で
す
わ
。

	
	

	

二
人
は
下
手
に
去
る
。〔
五
〇
ウ
〕

	
	

	

や
が
て
、
静
子
は
引
返
し
て
来
て
、
机
に
向
つ
て
、
ペ
ン
と

イ
ン
ク
で
何
か
書
き
初
め
る
。
暫
く
の
間
。
下
手
の
庭
づ
た
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ひ
に
、
寒
川
が
オ
ー
ヴ
ア
を
着
た
ま
ゝ
、
女
中
に
案
内
さ
れ

て
話
し
な
が
ら
、
青
木
運
転
手
を
つ
れ
て
、
あ
わ
て
て
出
て

来
る
。〔
五
一
オ
〕

寒
川	

（
女
中
に
。）
お
ゝ
、
大
掃
除
は
、
確
か
に
十
二
月
の
二
十
四
日
だ
つ
た
ん

で
す
ね
。

女
中	

は
い
、
間
違
ひ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

寒
川	

（
呼
ぶ
。）
奥
さ
ん
。

静
子	

（
は
つ
と
し
て
。）
誰
、
ど
な
た
、
あ
ゝ
、
先
生
で
ご
ざ
い
ま
し
た
か
。

寒
川	

い
や
、
お
ど
か
し
て
済
み
ま
せ
ん
。
鳥
渡
見
て
下
さ
い
。（
手
袋
を
出
す
。）

此
の
手
袋
は
御
主
人
の
で
す
か
。

静
子	

（
見
て
驚
く
。）
ま
あ
、
こ
れ
が
何
処
〔
五
一
ウ
〕
に
ご
ざ
い
ま
し
て
。
確
か

に
主
人
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

青
木	

こ
れ
は
、
去
年
の
十
一
月
の
二
十
八
日
に
こ
ち
ら
の
御
主
人
に
戴
い
た
品

な
ん
で
す
。

寒
川	

確
か
に
、
十
一
月
の
二
十
八
日
と
、
ど
う
し
て
判
る
ね
。

青
木	

あ
れ
は
確
か
に
二
十
八
日
で
し
た
。
何
で
も
帳
場
か
ら
月
給
を
貰
つ
た
日

に
、
此
の
手
袋
を
頂
い
た
こ
と
が
ん
で
、
今
日
は
〔
五
二
オ
〕
貰
ひ
物
を
す

る
日
だ
と
思
つ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
さ
う
で
す
。
確
か
に
二
十
八

日
で
し
た
。

寒
川	

む
ゝ
、
君
は
、
そ
れ
を
裁
判
官
の
前
で
も
、
は
つ
き
り
云
へ
る
ね
。

青
木	

裁
判
官
の
前
で
す
つ
て
、
冗
談
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
で
〔
マ
マ
〕十
一
月
二
十

八
日
に
は
間
違
ひ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

静
子	

え
ゝ
、
此
の
青
木
さ
ん
は
、
主
人
を
い
つ
も
乗
せ
る
運
転
手
さ
ん
で
す
か

ら
、〔
五
二
ウ
〕
或
は
主
人
が
そ
れ
を
こ
の
人
に
上
げ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
主
人
が
戻
り
ま
せ
ば
判
り
ま
す
わ
。

寒
川	

さ
う
す
る
と
少
し
変
だ
ぞ
。

静
子	

何
が
で
ご
ざ
い
ま
す
の
。

寒
川	

女
中
さ
ん
は
大
掃
除
は
十
二
月
二
十
四
日
だ
と
云
ふ
。
貴
方
も
十
二
月
の

二
十
四
日
だ
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
前
の
十
一
月
二
十
八

日
に
、
此
の
手
袋
は
此
の
運
転
手
さ
ん
野
手
に
渡
つ
て
〔
五
三
オ
〕
ゐ
た
。

‥
‥
さ
う
す
る
と
‥
‥
。

静
子	

け
れ
ど
、
先
生
、
ど
う
し
て
、
そ
の
手
袋
が
主
人
の
だ
と
お
判
り
に
な
り

ま
し
て
。

寒
川	

先
刻
の
、
あ
の
ボ
タ
ン
が
目
じ
る
し
で
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
手
袋
に
目
が
届

い
た
ん
で
す
よ
。

青
木	

手
袋
の
ボ
タ
ン
で
す
か
、
そ
れ
は
御
主
人
か
ら
戴
い
た
時
に
、
と
れ
て
ゐ

た
ん
で
す
。

寒
川	

す
る
と
、
あ
の
拾
つ
た
ボ
タ
ン
は
、
掃
〔
五
三
ウ
〕
除
後
で
、
し
か
も
手
袋

が
人
手
に
渡
つ
て
か
ら
、
落
し
た
も
の
だ
な
。

静
子	

あ
ゝ
、
さ
う
な
り
ま
す
わ
ね
。

寒
川	

変
だ
な
。

青
木	

何
が
で
す
か
。

寒
川	

（
青
木
に
）
ど
つ
ち
に
し
て
も
、
こ
の
手
袋
は
改
め
て
君
か
ら
買
は
う
。

青
木	

こ
の
使
ひ
古
し
を
で
す
か
。

寒
川	

む
ゝ
。

青
木	

ど
う
も
、
そ
り
や
‥
‥
。〔
五
四
オ
〕

	
	

	

静
子
は
絶
え
ず
寒
川
を
見
て
ゐ
る
。
青
木
と
女
中
は
煙
に
ま

か
れ
て
ゐ
る
。

	
	

	　

―
暗
転
―
〔
五
四
ウ
〕
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第
二
幕

	
	
	
	

㈡
吾
妻
橋
下
汽
船
発
着
所
。

	
	

舞
台
の
中
央
か
ら
下
手
半
分
は
、
奥
か
ら
前
づ
ら
に
往
復
の
道
路
。
そ
の
道
路
か

ら
上
手
へ
向
つ
て
、
汽
船
発
着
の
桟
橋
へ
渡
し
て
あ
る
橋
。
そ
の
橋
の
下
は
隅
田

川
の
流
れ
。

	
	

橋
の
袂
に
は
切
符
を
売
る
小
屋
が
あ
る
。
道
路
に
は
、
二
本
ば
か
り
の
枯
柳
が
立

つ
て
ゐ
る
。

	

正
面
に
は
吾
妻
橋
が
見
え
る
。

	
	

前
の
場
の
翌
日
の
朝
。〔
五
五
オ
〕

	
	

	

橋
の
袂
に
弥
次
馬
が
、
大
ぜ
い
上
手
を
見
て
騒
い
で
ゐ
る
。

巡
査
㈠
が
、
そ
の
人
達
を
橋
の
袂
で
追
ひ
払
つ
て
ゐ
る
。

巡
査
一	

何
で
も
な
い
、
何
で
も
な
い
。
見
る
も
ん
ぢ
や
な
い
。

弥
次
一	

何
だ
、
何
だ
。
見
〔
マ
マ
〕投

げ
か
。

弥
次
二	

人
殺
し
ら
し
い
ぞ
。

弥
次
三	

い
や
、
喧
嘩
だ
と
さ
。〔
五
五
ウ
〕

弥
次
四	

や
い
、
押
す
な
よ
。

巡
査
一	

船
へ
乗
る
者
の
外
は
、
み
ん
な
向
う
へ
行
つ
た
、
行
つ
た
。

	
	

	

弥
次
馬
は
口
々
に
勝
手
な
こ
と
を
云
つ
て
ゐ
る
。

巡
査
一	

も
う
済
ん
だ
、
す
ん
だ
。

	
	

	

弥
次
馬
は
、
一
人
去
り
二
人
去
り
し
て
皆
ゐ
な
く
な
る
〔
。〕

汽
船
に
乗
る
若
い
女
が
、
切
符
を
買
つ
て
、〔
五
六
オ
〕
橋
を
渡

つ
て
上
手
へ
去
る
。
橋
の
袂
の
新
聞
の
売う
り

子こ

が
、
弥
次
馬
が

ゐ
な
く
な
る
と
、
鈴
を
鳴
ら
し
初
め
る
。

	
	

	

上
手
か
ら
、
巡
査
二
が
、
第
一
幕
第
三
場
の
モ
ダ
ン
・
ガ
ー

ル
二
人
を
連
れ
て
、
橋
の
上
に
出
て
来
る
。

巡
査
二	

で
、
お
前
達
が
、
あ
の
死
体
を
見
つ
け
た
の
だ
な
。〔
五
六
ウ
〕

モ
ガ
甲	

さ
う
な
ん
だ
わ
。
今
朝
こ
の
人
と
、
此
処
で
待
ち
合
せ
て
、
向
島
の
百
花

園
へ
遊
び
に
行
か
う
と
思
つ
た
の
よ
。

巡
査
二	

百
花
園
へ
二
人
き
り
で
遊
び
に
行
く
の
か
。
さ
う
ぢ
や
あ
る
ま
い
。
男
は

先
へ
行
つ
て
待
つ
て
ゐ
る
ん
だ
ら
う
。

モ
ガ
乙	

失
礼
し
ち
や
ふ
わ
。（
甲
に
。）
ね
え
。
そ
ん
な
こ
と
ま
で
。

モ
ガ
甲	

恋
愛
は
法
律
や
規
制
の
外そ
と

に
あ
る
ん
で
す
も
の
。〔
五
七
オ
〕

巡
査
二	

そ
ん
な
こ
と
は
、
ど
う
で
も
い
ゝ
。
ど
つ
ち
が
見
つ
け
た
ん
だ
。

モ
ガ
甲	

あ
た
し
だ
わ
。
二
人
で
船
を
待
つ
て
ゐ
た
ら
、
何
だ
か
桟
橋
へ
ぶ
つ
か
る

物
が
あ
る
ん
で
、
ぢ
つ
と
見
て
ゐ
る
と
、
そ
れ
が
、
ど
う
も
人
間
ら
し
い

ん
だ
わ
。

モ
ガ
乙	

あ
ん
た
に
云
は
れ
て
、
あ
た
し
も
驚
い
ち
や
つ
た
わ
。

巡
査
二	

そ
れ
で
直
ぐ
此
の
汽
船
会
社
の
者
に
知
ら
せ
た
ん
だ
ね
。〔
五
七
ウ
〕

モ
ガ
甲	

だ
つ
て
黙
つ
て
ゐ
る
訳
は
に
行
か
な
い
で
せ
う
。

巡
査
二	

勿
論
だ
。
兎
に
角
、
も
う
少
し
、
詳
し
く
調
べ
る
必
要
も
あ
る
だ
ら
う
か

ら
、
君
達
の
住
所
と
姓
名
を
聞
い
て
置
か
う
。

モ
ガ
甲	

（
乙
と
顔
を
見
合
せ
て
。）
い
や
ね
え
。

巡
査
二	

そ
ん
な
こ
と
を
云
は
ん
で
。

	
	

	

巡
査
二
は
二
人
の
モ
ガ
か
ら
往
住
所
と
姓
名
を
聞
い
て
、
手

帳
に
書
き
つ
け
て
〔
五
八
オ
〕
ゐ
る
間
に
、
上
手
か
ら
橋
を
渡

つ
て
、
小
山
田
静
子
が
、
巡
査
三
の
あ
と
に
つ
い
て
、
し
ほ

〳
〵
と
出
て
来
る
。

巡
査
三	

そ
れ
で
、
あ
の
死
体
は
、
確
か
に
君
の
亭
主
な
ん
だ
ね
。

静
子	

は
い
。
確
か
に
小
山
田
六
郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。

巡
査	
む
ゝ
。
何
し
ろ
、
も
う
死
ん
で
か
ら
、
大
分
時
間
が
経
過
し
て
ゐ
る
や
う

な
の
で
、〔
五
八
ウ
〕
ど
う
に
も
手
の
つ
け
や
う
が
な
い
か
ら
、
気
の
毒
だ

が
、
ま
あ
諦
め
て
貰
ふ
ん
だ
ね
。



－69－

静
子	

あ
の
‥
‥
他
殺
で
ご
ざ
い
ま
す
で
せ
う
か
。
自
殺
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
か
。

巡
査
三	
水
を
飲
ん
で
ゐ
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
他
殺
の
疑
ひ
が
充
分
あ
る
ね
。

静
子	
（
驚
い
て
）
他
殺
‥
‥
。

巡
査
三	
そ
れ
に
、
背
中
に
、
何
か
で
え
ぐ
つ
た

0

0

0

0

ら
し
い
疵
が
あ
る
か
ら
ね
。〔
五
九

オ
〕

静
子	

（
震
え
声
で
）
あ
の
‥
‥
そ
れ
ぢ
や
、
誰
か
に
殺
さ
れ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
せ

う
か
。

巡
査	

ど
う
も
、
さ
う
だ
ら
う
な
。

	
	

	

上
手
か
ら
橋
を
渡
つ
て
医
者
が
出
て
来
る
。

医
者	

（
静
子
に
。）
お
気
の
毒
で
す
が
、
い
け
ま
せ
ん
。

静
子	

（
驚
く
。）
矢
張
り
‥
‥
あ
ゝ
。
こ
ん
な
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
と
は
思
ひ

ま
せ
ん
〔
五
九
ウ
〕
で
し
た
わ
、
矢
張
り
、
矢
張
り
、
油
断
し
て
ゐ
た
か
ら

で
し
た
。
屹
度
、
屹
度
、
あ
の
人
の
仕
業
で
す
わ
。

巡
査
一	

何
が
、
お
前
に
心
当
り
で
も
あ
る
の
か
ね
。

静
子	

（
泣
き
な
が
ら
。）
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
ざ
い
ま
す
わ
。
主
人
は
昨
夜
六
時
頃

か
ら
、
小
梅
町
の
友
達
の
家
へ
、
碁
を
打
ち
に
行
く
と
云
つ
て
出
掛
け
た

き
り
、
今
朝
ま
で
帰
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
屹
〔
六
〇
オ
〕
度
、
そ
の
行
き

か
、
帰
り
か
に
、
あ
の
人
に
殺
さ
れ
た
ん
で
す
わ
。

巡
査
三	

そ
ん
な
こ
と
を
、
こ
ゝ
で
云
つ
て
も
仕
方
が
な
い
。
ど
つ
ち
に
し
て
も
、

鳥
渡
一
緒
に
来
て
貰
は
う
。

静
子	

は
い
。
何
処
ま
で
も
ま
ゐ
り
ま
す
。
私
、
ど
う
し
て
も
、
主
人
の
仇
を
取

つ
て
戴
き
ま
す
。

巡
査
一	

さ
う
興
奮
し
ち
や
い
か
ん
。
さ
あ
、
来
給
へ
。〔
六
〇
ウ
〕

静
子	

（
医
者
を
見
か
へ
つ
て
）
ど
う
し
て
も
、
い
け
ま
せ
ん
で
せ
う
か
。

医
者	

何
し
ろ
背
中
の
左
肺
部
に
致
命
傷
を
受
け
て
ゐ
る
上
に
、
さ
う
、
水
へ
這

入
つ
て
か
ら
、
か
れ
こ
れ
、
十
時
間
近
く
は
た
つ
て
ゐ
ま
す
か
ら
‥
‥
。

静
子	

殺
す
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
ん
な
所
で
、
こ
ん
な
殺
し
や
う
は
酷
う
ご
ざ

い
ま
す
わ
。

巡
査
三	

さ
あ
、
泣
い
ち
や
い
か
ん
。
来
な
さ
い
。〔
六
一
オ
〕

巡
査
二	

（
モ
ガ
二
人
に
）
君
達
は
、
よ
ろ
し
い
。

モ
ガ
甲	

気
の
毒
ね
。

モ
ガ
乙	

ほ
ん
と
に
ね
。

	
	

	

い
つ
の
間
に
か
、
ま
た
弥
次
馬
が
寄
つ
て
、
こ
れ
等
の
人
々

を
囲
む
。

	
	

	

巡
査
等
は
、「
ど
い
た
、
ど
い
た
」
と
叫
び
な
が
ら
、
静
子
を

つ
れ
て
下
手
へ
。
医
者
と
共
に
去
る
。
弥
次
〔
六
一
ウ
〕
馬
達

も
散
る
。

モ
ガ
甲	

あ
ゝ
あ
、
朝
か
ら
嫌
ね
。

モ
ガ
乙	

ね
え
、
大
変
よ
。
彼
氏
、
屹
度
、
欠
伸
を
し
て
待
つ
て
ゐ
る
ん
だ
わ
。

モ
ガ
甲	

い
ゝ
さ
。
ラ
ン
デ
ヴ
ー
の
男
は
、
一
時
間
や
二
時
間か
ん

、
待
つ
て
ゐ
る
さ
。

あ
れ
、
鳥
渡
ト
つ
ポ
イ
か
ら
ね
。
オ
ン
、
タ
イ
ム
に
な
ん
か
行
く
と
増
長

し
て
よ
。

モ
ガ
乙	

そ
れ
も
、
さ
う
ね
。

	
	

	

上
手
で
「
チ
ン
〳
〵
チ
ン
」
と
〔
六
二
オ
〕
汽
船
の
出
の
笛
が

鳴
る
。

モ
ガ
甲	

あ
つ
、
出
る
わ
よ
。

モ
ガ
乙	

（
呼
ぶ
。）
待
つ
て
え
。

	
	

	（
モ
ガ
二
人
は
上
手
へ
駈
け
去
る
。
新
聞
の
売
子
が
一
調
子
張

上
げ
て
、
鈴
を
な
ら
す
）

売
子	
新
聞
‥
‥
新
聞
。

	
	

	

上
手
で
汽
笛
が
鳴
る
。

	
	

	　

―
暗
転
―
〔
六
二
ウ
〕
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第
二
幕

	
	
	
	

㈢
小
山
田
の
家
。

	

第
二
幕
第
一
場
に
同
じ
。

	

前
の
場
の
翌
日
の
夜
。

	
	

	

誰
も
ゐ
な
い
此
の
部
屋
へ
、
下
手
か
ら
刑
事
二
人
と
糸
﨑
検

事
と
が
、
這
入
つ
て
来
て
、
部
屋
の
中
を
い
ろ
〳
〵
と
探
し

廻
は
る
。

	
	

	

刑
事
㈠
と
㈡
は
抽
出
し
か
〔
六
三
オ
〕
ら
本
だ
の
日
記
帳
だ
の

を
取
り
出
す
。

糸
﨑	

あ
つ
た
か
。

刑
事
一	

あ
り
ま
し
た
。

糸
﨑	

何
だ
？

刑
事
二	

日
記
帳
で
す
。
そ
れ
と
、
こ
れ
で
す
。（
単
行
本
を
見
せ
る
）

糸
﨑	

む
ゝ
。
こ
ん
な
こ
と
た
〔
マ
マ
〕ら

う
と
思
つ
た
よ
。
他
に
は
な
い
か
ね
。

刑
事
一	

（
机
の
抽
出
し
か
ら
）
こ
ゝ
に
も
何
か
〔
六
三
ウ
〕
あ
り
ま
し
た
。

糸
﨑	

（
側
へ
寄
つ
て
）
例
の
手
紙
だ
な
。
む
ゝ
。
こ
の
位
で
い
ゝ
だ
ら
う
。

	
	

	

糸
﨑
検
事
を
先
頭
に
刑
事
は
証
拠
品
を
持
つ
て
下
手
へ
去
る
。

	
	

	

そ
れ
を
見
送
つ
て
上
手
か
ら
寒
川
が
出
て
来
て
、
刑
事
等
の

あ
と
を
追
は
う
と
す
る
の
を
、
慌
て
ゝ
静
子
〔
六
四
オ
〕
が
寒

川
を
引
き
と
め
る
。

静
子	

ま
あ
、
先
生
。
ね
え
、
お
願
ひ
で
す
。
お
願
ひ
で
す
か
ら
、
も
う
少
し
待

つ
て
下
さ
い
。

寒
川	

静
子
さ
ん
。
い
え
、
奥
さ
ん
。
貴
女
は
私
に
嘘
を
云
ひ
ま
し
た
ね
。

静
子	

嘘
を
‥
‥
。
ど
ん
な
嘘
で
す
の
。

寒
川	

貴
女
は
、
貴
女
は
恐
ろ
し
い
人
だ
。
一お
と
と
ひ

昨
日
の
夕
方
、
私
を
此
処
へ
呼
び

つ
け
て
、
天
井
に
時
計
の
セ
コ
ン
ド
を
刻
む
音
が
聞
え
る
と
云
ひ
ま
し
た

ね
。
人
の
い
〔
六
四
ウ
〕
い
私
は
、
そ
れ
を
真
に
受
け
て
、
わ
ざ
〳
〵
、
ほ0

こ
り

0

0

だ
ら
け
の
天
井
裏
に
上
り
ま
し
た
が
、
手
袋
の
ボ
タ
ン
丈
け
で
、
他

に
は
何
に
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

静
子	

け
れ
ど
、
先
生
も
天
井
に
時
計
の
セ
コ
ン
ド
を
刻
む
音
が
聞
え
る
と
お
つ

し
や
い
ま
し
た
わ
。

寒
川	

で
す
か
ら
、
で
す
か
ら
、
あ
れ
は
嘘
だ
つ
た
ん
で
す
ね
。

静
子	

そ
れ
が
、
今
お
判
り
に
な
り
ま
し
て
？
〔
六
五
オ
〕

寒
川	

ぢ
や
、
矢
張
り
‥
‥
。

静
子	

ね
え
、
先
生
。
け
れ
ど
、
け
れ
ど
先
生
は
、
恐
れ
て
ゐ
る
私
を
、
そ
の
腕

で
、
力
強
く
、
し
つ
か
り
と
お
抱
き
に
な
り
ま
し
た
わ
ね
。

寒
川	

そ
り
や
あ
‥
‥

静
子	

先
生
。
先
生
だ
つ
て
、
多
少
は
何
か
を
私
に
お
望
み
が
、
あ
つ
た
ん
ぢ
や

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
？

寒
川	

｛
馬
、｝
馬
鹿
を
お
つ
し
や
い
。〔
六
五
ウ
〕

静
子	

で
、
春
泥
の
居
所
が
、
お
判
り
に
な
り
ま
し
て
、
大
江
の
居
所
が
‥
‥
。

寒
川	

判
り
ま
せ
ん
。
警
察
で
も
判
ら
な
い
さ
う
で
す
。

静
子	

で
は
、
貴
方
は
、
ま
だ
、
そ
こ
ま
で
は
御
存
知
な
い
ん
で
す
の
ね
。

寒
川	

え
つ
、
何
で
す
つ
て
？

静
子	

も
う
私
、
何
も
か
も
申
上
げ
ま
す
。
春
泥
は
、
小
山
田
が
二
年
前
に
帰
朝

し
た
と
同
時
に
、
ぱ
つ
た
り
名
を
か
く
し
た
〔
六
六
オ
〕
こ
と
に
、
お
気
づ

き
に
な
り
ま
し
て
？　

ね
え
、
そ
こ
ま
で
、
深
く
お
考
へ
に
な
り
ま
し
て
？

寒
川	

ぢ
や
、
貴
女
は
春
泥
の
居
所
を
知
つ
て
ゐ
る
と
で
も
云
ふ
ん
で
す
か
。

静
子	

え
ゝ
、
存
じ
て
ゐ
ま
す
わ
。

寒
川	
（
驚
く
。）
え
ゝ
。

静
子	
こ
の
家
に
ゐ
ま
す
の
。

寒
川	

天
井
裏
で
す
か
。
も
う
、
そ
の
手
に
は
乗
り
ま
せ
ん
よ
。〔
六
六
ウ
〕
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静
子	

天
井
裏
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
わ
。
こ
の
部
屋
に
を
り
ま
す
わ
。
春
泥
は
、
何

処
故
人
に
逢
ひ
た
が
ら
な
か
つ
た
か
御
存
知
で
す
の
。

寒
川	
そ
ん
な
こ
と
ま
で
も
、
貴
女
は
知
つ
て
ゐ
た
ん
で
す
ね
。

静
子	
当
り
前
で
す
わ
。
自
分
の
こ
と
は
、
自
分
が
一
番
よ
く
知
つ
て
ゐ
る
筈
で

す
わ
。

寒
川	

自
分
？

静
子	

春
泥
は
‥
‥
、
実
は
私
で
す
の
。〔
六
七
オ
〕

	
	

	

寒
川
は
静
子
の
顔
を
見
守
る
の
み
。

静
子	

（
や
さ
し
く
）
お
驚
き
に
な
ら
な
い
で
下
さ
い
。
私
は
、
と
て
も
、
と
て
も

普
通
の
人
の
や
う
に
し
て
は
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
ん
で
す
の
。
主
人
の
小
山

田
が
外
国
に
行
つ
て
ゐ
る
留
守
の
間
、
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
、
大
江
春
泥

と
い
ふ
名
で
、
探
偵
小
説
を
書
い
て
見
た
ん
で
す
の
。
さ
う
す
る
と
、
そ

れ
が
殊
の
外
に
当
つ
て
、
そ
れ
〔
六
七
ウ
〕
か
ら
、
そ
れ
へ
と
原
稿
の
依
頼

が
来
る
の
で
、
私
は
、
到
頭
世
間
か
ら
一
個
の
大
江
春
泥
に
さ
れ
て
仕
舞

ひ
ま
し
た
。
さ
あ
、
さ
う
な
る
と
、
持
前
の
変
な
病
気
が
頭
を
持
ち
上
げ

て
、
わ
ざ
〳
〵
家
ま
で
別
に
借
り
て
、
世
間
が
こ
し
ら
へ
て
く
れ
た
椅
子

に
、
世
間
を
偽
つ
て
座
つ
て
ゐ
ま
し
た
の
。
と
こ
ろ
が
、
二
年
前
に
主
人

が
帰
朝
し
て
か
ら
は
、
も
う
世
間
を
偽
つ
て
ゐ
る
時
間
が
な
く
な
つ
て
仕

〔
六
八
オ
〕
舞
ひ
ま
し
た
の
。

寒
川	

ぢ
や
あ
、
ぢ
や
あ
、
あ
の
、「
屋
根
裏
の
遊
戯
」
を
書
い
た
春
泥
は
、
貴
女

な
ん
で
す
ね
。

静
子	

は
い
。（
下
を
向
く
。）

寒
川	

そ
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
に
し
て
も
、
あ
の
例
の
、
貴
女
を
恐
怖
の
中
に
置

い
た
、
あ
の
手
紙
は
、
一
体
ど
こ
か
ら
来
た
の
で
す
。

静
子	

あ
れ
も
、
私
が
書
い
て
、
私
に
宛
て
ま
し
〔
六
八
ウ
〕
た
の
。

寒
川	

そ
れ
を
、
そ
れ
を
、
私
に
恐
れ
戦
い
て
見
せ
て
、
私
に
当
の
貴
女
を
探
さ

せ
る
こ
と
を
、
面
白
が
つ
て
ゐ
た
ん
で
す
ね
。
私
が
貴
女
と
一
緒
に
あ
な

つ
て
恐
れ
て
ゐ
る
様
子
を
見
て
、
貴
女
は
、
心
の
中
で
笑
つ
て
ゐ
た
の
で

す
ね
。

静
子	

け
れ
ど
、
け
れ
ど
、
さ
う
で
も
し
な
け
れ
ば
、
貴
方
に
近
づ
く
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
も
の
。
手
段
は
、
ど
う
あ
つ
〔
六
九
オ
〕
て
も
、
そ
れ
で

貴
方
は
、
恐
れ
て
ゐ
る
私
を
抱
い
て
下
さ
い
ま
し
た
わ
ね
。
わ
た
し
の
為

に
、
天
井
裏
ま
で
這
つ
て
下
さ
い
ま
し
た
わ
ね
。
ゴ
ミ
だ
ら
け
の
中
か
ら
、

小
さ
な
手
袋
の
ボ
タ
ン
ま
で
見
つ
け
出
し
て
下
さ
い
ま
し
た
わ
ね
。
私
、

こ
ん
な
に
ま
で
し
て
下
さ
る
貴
方
に
、
よ
り
以
上
の
厚
意
を
持
た
な
い
で

ゐ
ら
れ
ま
せ
う
か
知
ら
。
悪
い
と
知
り
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
め
ぐ

ら
し
て
も
、〔
六
九
ウ
〕
貴
方
に
可
哀
さ
う
な
女
だ
と
思
は
れ
た
か
つ
た
ん
で

す
の
。
け
れ
ど
、
そ
れ
が
、
皆
、
今
考
へ
る
と
、
不
健
康
な
、
い
や
ら
し

い
、
ま
る
で
陰
獣
の
や
う
な
や
り
方
で
し
た
わ
。
い
く
ら
、
も
が
い
て
も
、

あ
せ
つ
て
も
、
こ
の
不
健
康
な
着
物
を
ぬ
ぎ
捨
て
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
の
。
情
な
い
と
思
ひ
ま
す
わ
。
か
う
し
て
饒
舌
つ
て
ゐ
る
一
つ
一

つ
の
言
葉
の
中
に
も
、
屹
度
、
ま
だ
妙
な
毒
が
あ
る
や
う
〔
七
〇
オ
〕
に
さ

へ
思
へ
て
な
り
ま
せ
ん
の
。
或
は
、
こ
れ
が
私
の
本
性
な
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
わ
。

寒
川	

貴
女
は
、
貴
女
は
恐
し
い
人
だ
。

静
子	

小
山
田
も
、
た
う
〳
〵
死
に
ま
し
た
わ
。
先
生
、
こ
れ
か
ら
先
生
を
、
あ0

な
た

0

0

と
呼
ば
せ
て
は
下
さ
い
ま
せ
ん
？
（
寒
川
の
側
へ
寄
る
）

寒
川	

側
へ
来
ち
や
あ
い
け
ま
せ
ん
。
私
の
身
体
へ
さ
は
ら
な
い
で
下
さ
い
。〔
七

〇
ウ
〕

静
子	
こ
れ
程
、
こ
れ
程
に
し
て
ゐ
る
女
を
、
貴
方
は
矢
張
り
お
見
捨
て
に
な
る

ん
で
す
の
。
ぢ
や
、
あ
の
昔
の
通
り
一
ぺ
ん
の
女
の
や
う
に
、
お
人
形
の

や
う
な
、
魂
の
抜
け
た
女
の
方
が
、
お
よ
ろ
し
い
の
？
（
つ
か
〳
〵
と
洋
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室
へ
行
つ
て
、
鞭
を
持
つ
て
来
て
）
さ
あ
、
貴
方
。
私
を
打
つ
て
下
さ
い
。

打
つ
て
、
打
つ
て
、
打
ち
の
め
し
て
下
さ
い
。
貴
方
が
天
井
か
ら
御
覧
に

な
つ
た
時
の
、
私
の
襟
筋
の
は
れ

0

0

〔
七
一
オ
〕
を
、
も
つ
と
大
き
く
し
て
下

さ
い
ま
し
。

寒
川	

（
震
へ
て
）
陰
獣
‥
‥
。

静
子	

ぢ
や
あ
、
私
は
、
も
う
、
誰
に
も
可
愛
が
ら
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
の
ね
。

寒
川	

そ
ん
な
幸
福
よ
り
は
、
御
主
人
の
冥
福
を
祈
る
気
に
は
な
れ
ま
せ
ん
か
。

静
子	

え
つ
、
主
人
の
冥
福
‥
‥
。

寒
川	

御
主
人
は
、
昨
日
の
朝
、
吾
妻
橋
で
、
何
者
か
に
殺
さ
れ
て
、
水
の
中
に

浮
い
て
ゐ
た
と
云
ふ
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。〔
七
一
ウ
〕

静
子	

存
じ
て
ゐ
ま
す
。
主
人
は
、
一
昨
日
の
晩
、
あ
の
窓
（
後
の
窓
を
指
す
）

か
ら
落
ち
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
の
硝
子
の
カ
ケ
ラ
に
背
中
を
打
つ
て
、

大
川
へ
沈
ん
で
、
昨
日
の
朝
、
吾
妻
橋
下
に
流
れ
つ
き
ま
し
た
の
。

寒
川	

御
主
人
の
死
ぬ
時
を
、
知
つ
て
ゐ
る
ん
で
す
ね
。
御
主
人
は
お
酒
に
で
も

酔
つ
て
ゐ
た
ん
で
す
か
。

静
子	

さ
あ
、
そ
れ
は
、
貴
方
の
、
や
さ
し
い
、〔
七
二
オ
〕
親
切
さ
に
、
お
聞
き
に

な
つ
て
下
さ
い
。

寒
川	

ぢ
や
、
御
主
人
は
貴
女
が
‥
‥
。

	
	

	

下
手
が
、
騒
が
し
く
な
る
。

静
子	

あ
ゝ
、
た
う
〳
〵
私
を
捕
へ
に
来
る
足
音
が
し
て
来
ま
し
た
。
あ
ゝ
、
私
、

私
ど
う
し
た
ら
い
ゝ
の
で
せ
う
。
先
生
、
先
生
、
私
、
自
分
の
し
た
こ
と

が
、
こ
ん
な
に
ま
で
大
事
に
な
る
と
は
思
ひ
ま
せ
ん
で
し
た
。（
部
屋
の
中

を
う
ろ
〳
〵
す
る
）
先
生
。（
寒
川
に
か
ぢ
り
つ
く
。）
私
の
〔
七
二
ウ
〕
身

体
を
ど
う
に
か
し
て
下
さ
い
。
殺
し
て
下
さ
い
。

寒
川	

（
静
子
を
振
り
捨
て
ゝ
）
勝
手
に
な
さ
い
。

	
	

	

静
子
は
ぢ
つ
と
考
へ
て
何
か
決
心
し
て
、
寒
川
を
引
張
つ
て
、

窓
の
方
に
行
く
。

寒
川	

な
、
な
に
を
す
る
ん
で
す
。

静
子	

あ
な
た
と
一
緒
に
死
ぬ
ん
で
す
。

	
	

	

静
子
は
寒
川
と
一
緒
に
〔
七
三
オ
〕
窓
か
ら
川
へ
飛
び
込
ま
う

と
す
る
。

	
	

	

寒
川
は
そ
れ
を
拒
む
。

	
	

	

二
人
は
窓
の
処
で
争
ふ
。
は
づ
み
に
静
子
は
忍
び
が
へ
し
の

ビ
ー
ル
の
破
片
に
胸
を
つ
い
て
仕
舞
ふ
。

寒
川	

（
お
ど
ろ
く
）
ど
、
ど
う
し
た
ん
で
す
。（
見
て
驚
く
。）
あ
つ
‥
‥
奥
さ

ん
、
奥
さ
ん
。〔
七
三
ウ
〕

	
	

	

下
手
か
ら
、
先
刻
の
刑
事
二
人
と
、
糸
﨑
検
事
と
、
本
田
記

者
が
這
入
つ
て
く
る
。

本
田	

先
生
、
先
生
。

寒
川	

（
静
子
を
指
す
。）

	
	

	

刑
事
等
は
駈
け
寄
つ
て
見
る
。

刑
事
一	

硝
子
の
破
片
で
胸
を
つ
い
た
や
う
で
す
。

検
事	

悪
い
と
知
つ
て
、
た
う
〳
〵
自
滅
か
。〔
七
四
オ
〕
亭
主
と
同
じ
と
こ
ろ
で
、

同
じ
や
う
な
に
死
ね
ば
、
亭
主
も
気
が
済
む
だ
ら
う
。

本
田	

（
静
子
を
後
か
ら
抱
き
起
し
て
）
先
生
、
こ
の
顔
に
洋
髪
を
乗
せ
て
、
歯
痛

の
膏
薬
を
は
れ
ば
ど
う
で
す
、
大
江
春
泥
夫
人
に
な
り
ま
す
よ
。

寒
川	

え
つ
。

本
田	

一
人
三
役
と
い
ふ
陰
獣
で
す
よ
。

	
	

	

寒
川
は
下
を
向
く
。

	
	

	

他
の
者
は
顔
を
見
合
は
〔
七
四
ウ
〕
せ
る
。

	
	

	　

―
幕
―
〔
七
五
オ
〕
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＊	
付
記　

本
資
料
の
翻
刻
・
紹
介
を
お
許
し
く
だ
さ
つ
た
立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記

念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
研
究
はJSP

S

科

研
費22 K00136

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
ご
と
う　

り
ゅ
う
き　

立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）


